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「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」の公布について（通知） 

 

 子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律（令和６年法律第 47号。以下「改正法」という。）

については、本日公布され、順次施行することとされたところです。 

 改正の趣旨及び改正の内容は下記のとおりですので、十分御了知の上、関係者、関係団体等に対

し、その周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏なきようお願いいたします。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

こども未来戦略（令和５年 12 月 22 日閣議決定）の「加速化プラン」に盛り込まれた施策を着

実に実行するため、ライフステージを通じた子育てに係る経済的支援の強化、全てのこども・子育

て世帯を対象とする支援の拡充、共働き・共育ての推進に資する施策の実施に必要な措置を講じ

るとともに、こども・子育て政策の全体像と費用負担の見える化を進めるための子ども・子育て支

援特別会計を創設し、児童手当等に充てるための子ども・子育て支援金制度を創設する。 

 

第２ 改正法の主な内容 

１ 子ども・子育て支援法（平成 24年法律第 65号）の一部改正 

⑴ 目的及び定義の改正 

ア 法の目的及び「子ども・子育て支援」の定義に、子どもを持つことを希望する者が安心し

て子どもを生み、育てることができる社会の実現及び環境の整備を追加するものとするこ

と。（第１条及び第７条第１項関係） 

イ 妊婦のための支援給付及び乳児等のための支援給付を子ども・子育て支援給付として追

加するものとすること。（第８条関係） 

⑵ 妊婦のための支援給付の創設 

ア 妊婦のための支援給付は、妊婦支援給付金の支給とするものとし、妊婦であって、日本国

内に住所を有するものに対して行うものとすること。（第 10 条の２及び第 10 条の８関係） 

イ 市町村は、妊婦のための支援給付を行うに当たっては、妊婦支援給付金の支給と児童福祉

法（昭和 22年法律第 164号）に規定する妊婦等包括相談支援事業による援助その他の支援

とを効果的に組み合わせることにより、妊娠中の負担の軽減のための総合的な支援を行う

よう配慮するものとすること。（第 10条の３関係） 

ウ 妊婦のための支援給付を受けようとする者は、市町村に対し、妊婦のための支援給付を受

ける資格を有することについての認定を申請し、その認定（以下この⑵において「妊婦給付

認定」という。）を受けなければならないものとすること。（第 10条の９第１項関係） 

エ 市町村は、妊婦給付認定を受けた者（以下このエ及びオにおいて「妊婦給付認定者」とい

う。）に対し、妊婦支援給付金を支給するものとし、妊婦支援給付金の額は、当該妊婦給付

認定者の胎児の数に１を加えた数に５万円を乗じて得た額とするものとすること。（第 10条

の 12第１項及び第２項関係） 
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オ 妊婦支援給付金のうち、５万円は妊婦給付認定後遅滞なく支払い、エにより算定した額か

ら５万円を控除した額は当該妊婦給付認定者の胎児の数についての届出があった日以後に

支払うものとし、妊婦支援給付金は、現金その他確実な方法により支払うものとすること。

（第 10条の 14関係） 

⑶ 乳児等のための支援給付の創設 

ア 乳児等のための支援給付は、乳児等支援給付費及び特例乳児等支援給付費の支給とする

ものとすること。（第 30条の 12関係） 

イ 乳児等のための支援給付は、現に施設型給付費等を受けておらず、かつ、子ども・子育て

支援法第７条第 10項第４号ハの政令で定める施設を利用していない満３歳未満の小学校就

学前子ども（以下この⑶において「支給対象小学校就学前子ども」という。）の保護者に対

し、当該支給対象小学校就学前子どもの特定乳児等通園支援（市町村長の確認を受けた乳児

等通園支援を行う事業所の行う乳児等通園支援をいう。以下この⑶において同じ。）の利用

について行うものとすること。（第 30条の 14関係） 

ウ 支給対象小学校就学前子どもの保護者は、乳児等のための支援給付を受けようとすると

きは、市町村に対し、当該支給対象小学校就学前子どもごとに、乳児等のための支援給付を

受ける資格を有することについての認定（以下この⑶において「乳児等給付認定」という。）

を申請し、その認定を受けなければならないものとすること。（第 30 条の 15 第１項関係） 

エ 市町村は、乳児等給付認定に係る保護者が、当該乳児等給付認定に係る支給対象小学校就

学前子どもについて、特定乳児等通園支援を利用したときは、当該保護者に対し、乳児等支

援給付費を支給するものとすること。（第 30条の 20第１項関係） 

オ 乳児等支援給付費の額は、一月につき、特定乳児等通園支援を行う事業所の所在する地域

等を勘案して算定される１時間当たりの特定乳児等通園支援に通常要する費用の額を勘案

して定める基準により算定した費用の額（その額が現に当該１時間当たりの特定乳児等通

園支援に要した費用の額を超えるときは、当該額）に当該月に乳児等給付認定に係る支給対

象小学校就学前子どもについて特定乳児等通園支援を利用した時間（当該時間が 10時間以

上であって乳児等通園支援の体制の整備の状況その他の事情を勘案して定める時間を超え

るときは、当該時間）を乗じた額とするものとすること。（第 30条の 20第３項関係） 

カ 乳児等給付認定に係る保護者は、ウによる申請をした日から当該乳児等給付認定の効力

が生じた日の前日までの間（以下このカ及びキにおいて「申請中期間」という。）に当該申

請に係る支給対象小学校就学前子どもについて特定乳児等通園支援を利用した場合であっ

て、申請中期間に特定乳児等通園支援を利用することがやむを得ないと認められる事由が

あるときは、特定乳児等通園支援に要した費用について、特例乳児等支援給付費の支給を受

けることができるものとすること。（第 30条の 21第１項関係） 

キ 特例乳児等支援給付費の額は、オの基準により算定した１時間当たりの費用の額（その額

が現に当該特定乳児等通園支援に要した１時間当たりの費用の額を超えるときは、当該額）

に乳児等支援給付認定に係る保護者が申請中期間に申請に係る支給対象小学校就学前子ど

もについて特定乳児等通園支援を利用した時間（当該時間が 10時間以上であって乳児等通

園支援の体制の整備の状況その他の事情を勘案して定める時間を超えるときは、当該時間）
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を乗じた額とするものとすること。（第 30条の 21第２項関係） 

ク 乳児等通園支援を行う者は、乳児等支援給付費の支給に係る事業を行う者である旨の市

町村長の確認を受けることができるものとすること。この確認は、乳児等通園支援を行う者

の申請により、乳児等通園支援を行う事業所ごとに、支給対象小学校就学前子どもに係る乳

児等通園支援の利用定員を定めて、市町村長が行うものとすること。（第 54 条の２第１項

及び第２項関係） 

⑷ 教育・保育等に関する情報の報告及び公表 

ア 特定教育・保育施設の設置者及び特定地域型保育事業者は、毎事業年度終了後５月以内

に、当該事業年度に係る特定教育・保育施設設置者等経営情報（特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業所ごとの収益及び費用その他内閣府令で定める事項をいう。以下この⑷

において同じ。）を当該施設又は事業所の所在地の都道府県知事に報告しなければならない

ものとすること。（第 58条第２項関係） 

イ 都道府県知事は、アによる報告を受けた後、特定教育・保育施設設置者等経営情報のうち、

職員の処遇等に関する情報であって、小学校就学前子どもの保護者が適切かつ円滑に教育・

保育を当該小学校就学前子どもに受けさせる機会を確保するために必要な事項を公表しな

ければならないものとすること。（第 58条第３項関係） 

ウ 都道府県知事は、アにより報告を受けた特定教育・保育施設設置者等経営情報について調

査及び分析を行い、その結果を公表するよう努めるものとすること。（第 58条第４項関係） 

⑸ 地域子ども・子育て支援事業 

ア 市町村が地域子ども・子育て支援事業として行うこととされている、地域の子ども・子育

て支援に関する相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行うとともに、関係機関との連絡

調整その他の便宜の提供を総合的に行う事業の対象者に、妊婦及びその配偶者を加えるも

のとすること。（第 59条第１号関係） 

イ 母子保健法（昭和 40年法律第 141号）に規定する産後ケア事業を地域子ども・子育て支

援事業として位置付けるものとすること。（第 59条第 14号関係） 

⑹ 仕事・子育て両立支援事業 

政府は、子どもを養育する者の出生後休業の取得及び育児時短就業を促進するため、仕事・

子育て両立支援事業として、雇用保険法（昭和 49年法律第 116号）の規定による出生後休業

支援給付及び育児時短就業給付を行うものとすること。（第 59条の２第２項関係） 

⑺ 働き方等の多様化に対応した子育て支援事業 

政府は、子どもを養育する者の働き方及び生活様式の多様化を踏まえ、仕事・子育て両立支

援事業の対象とならない者の子育てに対する支援の充実を図るため、働き方等の多様化に対

応した子育て支援事業として、１歳未満の子どもを養育する国民年金の被保険者に対して国

民年金法（昭和 34年法律第 141号）の定めるところによる経済的支援を行うものとすること。

（第 59条の３関係） 

⑻ 子ども・子育て支援事業計画 

子ども・子育て支援事業計画について、内閣総理大臣が定める基本的な指針に定める事項と

して、乳児等のための支援給付及び働き方等の多様化に対応した子育て支援事業の実施に関
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する基本的事項を追加するとともに、市町村子ども・子育て支援事業計画及び都道府県子ど

も・子育て支援事業支援計画に定める事項として、乳児等のための支援給付に係る教育・保育

等の一体的提供及び当該教育・保育等の推進に関する体制の確保の内容その他必要な事項を

追加するものとすること。（第 60条から第 62条まで関係） 

⑼ 費用の支弁等 

ア 市町村の支弁として、妊婦支援給付金の支給に要する費用並びに乳児等支援給付費及び

特例乳児等支援給付費の支給に要する費用を追加するものとすること。（第 65 条第１号及

び第５号の２関係） 

イ アの妊婦支援給付金の支給に要する費用については、その全額につき、オによる国からの

交付金をもって充てるものとすること。（第 66条の４第１項関係） 

ウ アの乳児等支援給付費及び特例乳児等支援給付費の支給に要する費用については、その

８分の１に相当する額につきエによる都道府県からの交付金を、４分の３に相当する額に

つきカによる国からの交付金をもって充てるものとし、当該費用の８分の１に相当する額

を市町村が負担するものとすること。（第 66条の４第２項関係） 

エ 都道府県は、アの乳児等支援給付費及び特例乳児等支援給付費の支給に要する費用の額

の８分の１に相当する額を負担するものとし、市町村に対し、当該費用に充当させるため、

当該額を交付するものとすること。（第 67条第３項関係） 

オ 国は、市町村に対し、アの妊婦支援給付金の支給に要する費用に充当させるため、子ど

も・子育て支援納付金（以下「支援納付金」という。）を原資として、当該費用の全額に相

当する額を交付するものとすること。（第 68条第１項関係） 

カ 国は、市町村に対し、アの乳児等支援給付費及び特例乳児等支援給付費の支給に要する費

用に充当させるため、当該費用の額の４分の３に相当する額を交付するものとすること。こ

の場合において、国が交付する交付金のうち、当該費用の額の４分の１に相当する額は国が

負担し、当該費用の額の２分の１に相当する額は支援納付金を原資とするものとすること。

（第 68条第４項関係） 

⑽ 拠出金 

ア 満三歳未満保育認定子どもに係る施設型給付費等負担対象額に対し拠出金をもって充て

る割合の上限を、50分の 11に引き上げるものとすること。（第 66条の３第１項関係） 

イ 拠出金率の上限を、1,000 分の 4.0 に引き下げるものとすること。（第 70 条第２項関係） 

⑾ 支援納付金の徴収等 

ア 政府は、次に掲げる費用のうち国が負担する部分等を除いた部分（以下「支援納付金対象

費用」という。）に充てるため、令和８年度から毎年度、健康保険者等（全国健康保険協会、

健康保険組合、都道府県、国民健康保険組合、共済組合、日本私立学校振興・共済事業団又

は後期高齢者医療広域連合をいう。以下この⑾において同じ。）から、支援納付金を徴収す

るものとすること。（第 71条の３第１項関係） 

（ア） ⑼オによる交付金の交付に要する費用 

（イ） ⑼カによる交付金の交付に要する費用 

（ウ） 児童手当法（昭和 46年法律第 73号）の規定による国から市町村に対する交付金の
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交付に要する費用 

（エ） 雇用保険法に規定する出生後休業支援給付金及び育児時短就業給付金の支給に要

する費用 

（オ） ９⑶の国民年金法の規定による保険料に相当する額の補塡に要する費用 

（カ） ⒀ウの子ども・子育て支援特例公債等（以下この（カ）において「子ども・子育て

支援特例公債等」という。）の償還金、利子並びに子ども・子育て支援特例公債等の発行

及び償還に関連する経費として政令で定めるもの 

イ 健康保険者等は、支援納付金を納付する義務を負うものとすること。（第 71 条の３第２

項関係） 

ウ アにより各健康保険者等から毎年度徴収する支援納付金の額は、当該年度（以下このウに

おいて「徴収年度」という。）の当該健康保険者等に係る概算支援納付金の額とするものと

すること。ただし、徴収年度の前々年度の概算支援納付金の額が当該年度の確定支援納付金

の額を超えるときは、徴収年度の概算支援納付金の額からその超える額とその超える額に

係る調整金額との合計額を控除して得た額とするものとし、徴収年度の前々年度の概算支

援納付金の額が当該年度の確定支援納付金の額に満たないときは、徴収年度の概算支援納

付金の額にその満たない額とその満たない額に係る調整金額との合計額を加算して得た額

とするものとすること。（第 71条の４第１項関係） 

エ 各年度におけるウの概算支援納付金の額は、健康保険者等の区分に応じ、支援納付金算定

対象費用の予定額から、それぞれ定める按分方法により算定される額とするものとするこ

と。（第 71条の５第１項関係） 

オ 各年度におけるウの確定支援納付金の額は、健康保険者等の区分に応じ、支援納付金算定

対象費用の額から、それぞれ定める按分方法により算定される額とするものとすること。

（第 71条の６第１項関係） 

カ 内閣総理大臣は、毎年度、健康保険者等に対し、当該年度に当該健康保険者等が納付すべ

き支援納付金の額、納付の方法及び納付すべき期限その他内閣府令で定める事項を通知し

なければならないものとすること。（第 71条の８関係） 

キ 内閣総理大臣は、健康保険者等が、納付すべき期限までに支援納付金を納付しないとき

は、期限を指定してこれを督促しなければならないものとし、当該健康保険者等が当該期限

までに当該督促に係る支援納付金及びクによる延滞金を完納しないときは、国税滞納処分

の例により当該支援納付金及び延滞金を徴収することができるものとすること。（第 71 条

の９第１項及び第３項関係） 

ク キにより支援納付金の納付を督促したときは、内閣総理大臣は、その督促に係る支援納付

金の額につき年 14.5％の割合で、納付期日の翌日からその完納又は財産差押えの日の前日

までの日数により計算した延滞金を徴収するものとすること。（第 71 条の 10 第１項関係） 

ケ 健康保険者等は、内閣総理大臣に対し、毎年度、加入者等の数その他の事項を報告しなけ

ればならないものとすること。（第 71条の 12関係） 

⑿ 社会保険診療報酬支払基金による徴収事務の実施等 

ア 内閣総理大臣は、社会保険診療報酬支払基金に、次に掲げる事務の全部又は一部を行わせ
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ることができるものとすること。（第 71条の 14第１項関係） 

（ア） 支援納付金の徴収 

（イ） ⑾キによる督促 

（ウ） ⑾クによる延滞金の徴収 

イ 社会保険診療報酬支払基金は、社会保険診療報酬支払基金法（昭和 23 年法律第 129 号）

に規定する業務のほか、次に掲げる業務を行うことができるものとすること。（第 71 条の

15第１項関係） 

（ア） アにより行うこととされた事務を行うこと。 

（イ） （ア）に附帯する業務を行うこと。 

⒀ 子ども・子育て支援特例公債 

ア 政府は、令和６年度から令和 10 年度までの各年度に限り、財政法（昭和 22 年法律第 34

号）の規定にかかわらず、支援納付金対象費用の財源については、各年度の予算をもって国

会の議決を経た金額の範囲内で、子ども・子育て支援特別会計の負担において、公債を発行

することができるものとすること。（第 71条の 26第１項関係） 

イ アによる公債（以下「子ども・子育て支援特例公債」という。）の発行は、各年度の翌年

度の６月 30日までの間、行うことができるものとすること。この場合において、翌年度の

４月１日以後発行される子ども・子育て支援特例公債に係る収入は、当該各年度所属の歳入

とするものとすること。（第 71条の 26第２項関係） 

ウ 子ども・子育て支援特例公債及び子ども・子育て支援特例公債に係る借換国債（⒁におい

て「子ども・子育て支援特例公債等」という。）については、令和 33年度までの間に償還す

るものとすること。（第 71条の 27関係） 

⒁ 雑則 

ア 支援納付金対象費用、子ども・子育て支援特例公債等の発行及び償還並びに支援納付金に

係る歳入歳出は、子ども・子育て支援特別会計の子ども・子育て支援勘定において経理する

ものとすること。（第 71条の 29関係） 

イ 内閣総理大臣は、支援納付金に関する重要事項を定めようとするときは、こども家庭審議

会の意見を聴かなければならないものとすること。（第 71条の 30関係） 

⒂ 罰則 

罰則について所要の規定の整備を行うこと。（第 77 条の２から第 79 条まで及び第 80 条の

２から第 82条まで関係） 

⒃ その他所要の改正を行うこと。 

２ 健康保険法（大正 11年法律第 70号）の一部改正 

⑴ 全国健康保険協会（３⑷において「協会」という。）の行う業務に、支援納付金の納付に関

する業務を追加するものとすること。（第７条の２第３項関係） 

⑵ 国庫が事務の執行に要する費用を負担する健康保険事業の事務に、支援納付金の納付に関

する事務を追加するものとすること。（第 151条関係） 

⑶ 保険者等が保険料を徴収して充てる健康保険事業に要する費用に、支援納付金の納付に要

する費用を追加するものとすること。（第 155条第１項関係） 
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⑷ 各被保険者の標準報酬月額等に一般保険料率と子ども・子育て支援金率とを合算した率を

乗じて得た額を一般保険料等額とするものとすること。（第 156条第１項関係） 

⑸ 子ども・子育て支援金率は、各年度において全ての健康保険の保険者が納付すべき支援納付

金の総額を当該年度における全ての健康保険の保険者が管掌する被保険者の総報酬額の総額

の見込額で除した率を基礎として政令で定める率の範囲内において、健康保険の保険者が定

めるものとすること。（第 160条の２第１項関係） 

⑹ 健康保険組合連合会が行う健康保険組合に対する交付金の交付の事業の調整対象となる費

用に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとすること。（附則第２条第１項関係） 

⑺ その他所要の改正を行うこと。 

３ 船員保険法（昭和 14年法律第 73号）の一部改正 

⑴ 国庫が事務の執行に要する費用を負担する船員保険事業の事務に、支援納付金の納付に関

する事務を追加するものとすること。（第 112条第２項関係） 

⑵ 厚生労働大臣が保険料を徴収して充てる船員保険事業に要する費用に、支援納付金の納付

に要する費用を追加するものとすること。（第 114条第１項関係） 

⑶ 各被保険者の標準報酬月額等に一般保険料率と子ども・子育て支援金率とを合算した率を

乗じて得た額を一般保険料等額とするものとすること。（第 116条第１項関係） 

⑷ 子ども・子育て支援金率は、各年度において協会が納付すべき支援納付金の額を当該年度に

おける被保険者の標準報酬月額の総額及び標準賞与額の総額の合算額の見込額で除して得た

率を基準として、協会が決定するものとすること。（第 122条の２第１項関係） 

⑸ その他所要の改正を行うこと。 

４ 児童福祉法の一部改正 

⑴ 妊婦等包括相談支援事業の創設 

ア 児童福祉法の事業の定義に、妊婦等包括相談支援事業として、妊婦及びその配偶者その他

内閣府令で定める者（以下このアにおいて「妊婦等」という。）に対して、面談その他の措

置を講ずることにより、妊婦等の心身の状況、その置かれている環境その他の状況の把握を

行うほか、母子保健及び子育てに関する情報の提供、相談その他の援助を行う事業を位置付

けるものとすること。（第６条の３第 22項関係） 

イ 市町村は、児童の健全な育成に資するため、その区域内において、妊婦等包括相談支援事

業が着実に実施されるよう、必要な措置の実施に努めなければならないものとし、当該事業

により要支援児童等を把握したときは、養育支援訪問事業の実施その他の必要な支援を行

うものとすること。（第 21条の９及び第 21条の 10の２第１項関係） 

ウ 市町村は、母子保健法の規定による指導に併せて、妊婦等包括相談支援事業を行うことが

できるものとすること。（第 21条の 10の２第２項関係） 

エ 市町村は、妊婦等包括相談支援事業の事務の全部又は一部を当該市町村以外の者に委託

することができるものとすること。（第 21条の 10の２第３項関係） 

オ 市町村は、妊婦等包括相談支援事業の実施に当たっては、母子保健法に基づく母子保健に

関する事業との連携及び調和の確保に努めなければならないものとすること。（第 21 条の

10の３関係） 
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⑵ 乳児等通園支援事業の創設 

ア 児童福祉法の事業の定義に、乳児等通園支援事業として、保育所その他の施設において、

乳児又は幼児であって満３歳未満のものに適切な遊び及び生活の場を与えるとともに、当

該乳児又は幼児及びその保護者の心身の状況及び養育環境を把握するための当該保護者と

の面談並びに当該保護者に対する子育てについての情報の提供、助言その他の援助を行う

事業を位置付けるものとすること。（第６条の３第 23項関係） 

イ 市町村は、乳児等通園支援事業を行うことができるものとすること。また、国、都道府県

及び市町村以外の者は、市町村長の認可を得て、乳児等通園支援事業を行うことができるも

のとすること。（第 34条の 15第１項及び第２項関係） 

ウ 市町村は、乳児等通園支援事業の設備及び運営について、条例で基準を定めなければなら

ないものとすること。市町村長は、乳児等通園支援事業がこの基準に適合しないと認められ

るに至ったときは、乳児等通園支援事業を行う者に対し、当該基準に適合するために必要な

措置を採るべき旨を勧告するとともに、当該乳児等通園支援事業を行う者がその勧告に従

わず、かつ、当該乳児等通園支援事業を継続させることが児童福祉に有害であると認められ

るときは、必要な改善を命ずることができるものとすること。（第 34条の 16第１項及び第

34条の 17第３項関係） 

エ 乳児等通園支援事業を行う者が、児童福祉法若しくは同法に基づいて発する命令又はこ

れらに基づいてする処分に違反したときは、市町村長は、イの認可を取り消すことができる

ものとすること。（第 58条第２項関係） 

⑶ 要保護児童対策調整機関と子ども・若者支援調整機関との連携 

要保護児童対策調整機関は、子ども・若者育成支援推進法（平成 21年法律第 71号）に規定

する子ども・若者のうち要保護児童又は要支援児童であるものに対し、要保護児童対策地域協

議会及び子ども・若者支援地域協議会が協働して効果的に支援を行うことができるよう、子ど

も・若者支援調整機関と連携を図るよう努めるものとすること。（第 25条の２第６項関係） 

⑷ その他所要の改正を行うこと。 

５ 地方税法（昭和 25年法律第 226号）の一部改正 

⑴ 国民健康保険税における支援納付金の徴収等 

ア 市町村が被保険者の属する世帯の世帯主から国民健康保険税を徴収して充てる当該市町

村の国民健康保険に関する特別会計において負担する国民健康保険事業費納付金の納付に

要する費用に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとすること。（第 703条の４

第１項第１号関係） 

イ 国民健康保険税の納税義務者に対する課税額として合算する額に、子ども・子育て支援納

付金課税額を追加するものとすること。（第 703条の４第２項第４号関係） 

ウ 国民健康保険税の標準子ども・子育て支援納付金課税総額は、次の（ア）に掲げる額の見

込額から（イ）に掲げる額の見込額を控除した額とするものとすること。ただし、国民健康

保険税の減免を行う場合には、（ア）に掲げる額の見込額から（イ）に掲げる額の見込額を

控除した額に（ウ）に掲げる額の見込額を合算した額とすることができるものとすること。

（第 703条の４第 28項関係） 
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（ア） 当該年度における次に掲げる額の合算額 

① 当該年度における国民健康保険事業費納付金の納付に要する費用（当該市町村を包

括する都道府県の国民健康保険に関する特別会計において負担する支援納付金の納付

に要する費用に充てる部分に限る。（イ）において同じ。）の額 

② ⑵イの基準に従い被保険者均等割額を減額するものとした場合に減額することとな

る額の総額 

（イ） 当該年度における次に掲げる額の合算額 

① 国民健康保険法（昭和 33 年法律第 192号）の規定により交付を受ける補助金（国民

健康保険事業費納付金の納付に要する費用に係るものに限る。）及び同法の規定により

貸し付けられる貸付金（国民健康保険事業費納付金の納付に要する費用に係るものに

限る。）の額 

② その他当該市町村の国民健康保険に関する特別会計において負担する国民健康保険

事業に要する費用（国民健康保険事業費納付金の納付に要する費用に限る。）のための

収入の額 

（ウ） 当該年度における子ども・子育て支援納付金課税額の減免の額の総額 

エ 標準子ども・子育て支援納付金課税総額は、次に掲げる額のいずれかによるものとするこ

と。（第 703条の４第 29項関係） 

（ア） 所得割総額、資産割総額、被保険者均等割総額、十八歳以上被保険者均等割総額及

び世帯別平等割総額の合計額 

（イ） 所得割総額、被保険者均等割総額、十八歳以上被保険者均等割総額及び世帯別平等

割総額の合計額 

（ウ） 所得割総額、被保険者均等割総額及び十八歳以上被保険者均等割総額の合計額 

オ 国民健康保険税の納税義務者に対する課税額のうち子ども・子育て支援納付金課税額は、

エの（ア）から（ウ）までに掲げる標準子ども・子育て支援納付金課税総額の区分に応じ、

当該納税義務者及びその世帯に属する被保険者につき算定した所得割額、資産割額、被保険

者均等割額又は世帯別平等割額の合算額に、当該世帯に属する 18歳に達する日以後の最初

の３月 31日の翌日以後である被保険者につき算定した十八歳以上被保険者均等割額を加算

した額とするものとすること。（第 703条の４第 30項関係） 

カ オの子ども・子育て支援納付金課税額は、納税義務者間の負担の衡平を考慮して政令で定

める金額を超えることができないものとすること。（第 703条の４第 37項関係） 

⑵ 国民健康保険税の減額 

ア 市町村は、国民健康保険税の納税義務者並びにその世帯に属する被保険者及び特定同一

世帯所属者につき算定した総所得金額及び山林所得金額の合算額が、低所得者世帯の負担

能力を考慮して政令で定める金額を超えない場合、又は国民健康保険税の納税義務者若し

くはその世帯に属する被保険者が出産する予定の場合若しくは出産した場合には、政令で

定める基準に従い当該市町村の条例で定めるところにより、当該納税義務者に対して課す

る十八歳以上被保険者均等割額を減額するものとすること。（第 703条の５第１項及び第３

項関係） 
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イ 市町村は、国民健康保険税の納税義務者の属する世帯内に 18歳に達する日以後の最初の

３月 31日以前である被保険者がある場合には、政令で定める基準に従い当該市町村の条例

で定めるところにより、当該納税義務者に対して課する⑴オの被保険者均等割額を減額す

るものとすること。（第 703条の５第４項関係） 

⑶ その他所要の改正を行うこと。 

６ 私立学校教職員共済法（昭和 28年法律第 245号）の一部改正 

⑴ 短期給付等事務に、支援納付金に係る掛金の徴収を追加するものとすること。（第 22 条第

２項関係） 

⑵ その他所要の改正を行うこと。 

７ 国家公務員共済組合法（昭和 33年法律第 128号）の一部改正 

⑴ 国家公務員共済組合の業務 

国家公務員共済組合（以下この７において「組合」という。）が行う業務に、支援納付金の

納付に関する業務を追加するものとすること。（第３条第４項関係） 

⑵ 育児休業支援手当金の創設 

ア 組合員が、対象期間内に育児休業等をした場合において、次に掲げる要件のいずれにも該

当するときは、育児休業支援手当金として、対象期間内に当該育児休業等をした日１日につ

き標準報酬の日額の 100分の 13に相当する金額を支給するものとすること。（第 68条の３

第１項関係） 

（ア） 対象期間内にした育児休業等の日数が通算して 14日以上であるとき。 

（イ） 当該組合員の配偶者が当該育児休業等に係る子について配偶者育児休業等をした

とき（当該配偶者が当該子の出生の日から起算して 56日を経過する日の翌日までの期間

内にした配偶者育児休業等の日数が通算して 14日以上であるときに限る。）。 

イ 組合員が次のいずれかに該当する場合においては、ア（ア）の要件に該当するときに育児

休業支援手当金を支給するものとすること。（第 68条の３第２項関係） 

（ア） 配偶者のない者その他財務省令で定める者である場合 

（イ） その配偶者が雇用保険法に規定する適用事業に雇用される労働者でない場合 

（ウ） その配偶者が当該育児休業等に係る子の出生の日から起算して 56日を経過する日

の翌日までの期間内において労働基準法（昭和 22 年法律第 49 号）の規定による休業そ

の他これに相当する休業（以下「産後休業」という。）をした場合 

（エ） （ア）から（ウ）までに掲げる場合のほか、その配偶者が当該育児休業等に係る子

を養育するための休業をすることができない場合 

ウ アの「対象期間」は、組合員が当該育児休業等に係る子について産後休業をしなかったと

きはその子の出生の日から起算して 56日を経過する日の翌日までの期間、組合員が当該育

児休業等に係る子について産後休業をしたときはその子の出生の日から起算して 112 日を

経過する日の翌日まで等の期間とするものとすること。（第 68条の３第５項関係） 

⑶ 育児時短勤務手当金の創設 

組合員が、その２歳に満たない子を養育するため勤務時間を短縮することによる勤務とし

て財務省令で定める勤務（以下この⑶において「育児時短勤務」という。）をした場合におい
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て、支給対象月ごとに、当該支給対象月に支払われた報酬の額に 100分の 10を乗じて得た額

の育児時短勤務手当金を支給するものとすること。ただし、当該支給対象月に支払われた報酬

の額が、育児時短勤務を開始した日の属する月における標準報酬の月額の 100分の 90に相当

する額以上 100 分の 100 に相当する額未満であるときは、当該標準報酬の月額に対する当該

報酬の額の割合が 100分の 90を超える大きさの程度に応じ、100分の 10から一定の割合で逓

減するように財務省令で定める率を当該報酬の額に乗じて得た額の育児時短勤務手当金を支

給するものとすること。（第 68条の５第１項及び第４項関係） 

⑷ 支援納付金 

ア 短期給付等事務に、支援納付金に係る掛金及び負担金の徴収を追加するものとすること。

（第 40条第２項関係） 

イ 組合の給付に要する費用に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとし、当該費

用については、当該事業年度におけるその費用の額と当該事業年度におけるウの掛金及び

負担金の額とが等しくなるようにするものとすること。（第 99条第１項関係） 

ウ 支援納付金の納付に要する費用は、組合員の掛金及び国の負担金をもって充てるものと

し、その割合は、掛金 100分の 50、国の負担金 100分の 50とするものとすること。（第 99

条第２項第３号関係） 

エ 国は、育児休業支援手当金及び育児時短勤務手当金の支給に要する費用については、当該

事業年度において支給される育児休業支援手当金及び育児時短勤務手当金の額を負担する

ものとすること。（第 99条第４項第２号関係） 

オ 支援納付金に係る組合員の標準報酬月額等と掛金との割合は、各年度において全ての組

合が納付すべき支援納付金の総額を当該年度における全ての組合の組合員の総報酬額の総

額の見込額で除した率を基礎として政令で定める率の範囲内において、組合が定めるもの

とすること。（第 100条第４項関係） 

⑸ その他所要の改正を行うこと。 

８ 国民健康保険法の一部改正 

⑴ 国の負担 

ア 国が国民健康保険組合（以下この８において「組合」という。）に対して事務の執行に要

する費用を負担する国民健康保険の事務に、支援納付金の納付に関する事務を追加するこ

と。（第 69条関係） 

イ 都道府県等が行う国民健康保険の財政の安定化を図るため、国が都道府県に対し負担す

ることとされている額の算定対象に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとす

ること。（第 70条第１項関係） 

⑵ 組合に対する補助 

国が組合に対し補助することができる額の算定対象に、支援納付金の納付に要する費用の

額を追加するものとすること。（第 73条第１項関係） 

⑶ 都道府県及び市町村の補助及び貸付 

都道府県及び市町村が補助金を交付し、又は貸付金を貸し付けることができる国民健康保

険事業に要する費用に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとすること。（第 75条
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関係） 

⑷ 国民健康保険事業費納付金の徴収 

都道府県が国民健康保険事業費納付金を徴収して充てる当該都道府県の国民健康保険に関

する特別会計において負担する国民健康保険事業に要する費用に、支援納付金の納付に要す

る費用を追加するものとすること。（第 75条の７第１項関係） 

⑸ 保険料の徴収 

ア 市町村が被保険者の属する世帯の世帯主から保険料を徴収して充てる当該市町村の国民

健康保険に関する特別会計において負担する国民健康保険事業費納付金の納付に要する費

用に、支援納付金の納付に要する費用を追加するものとすること。（第 76条第１項関係） 

イ 組合が組合員から保険料を徴収して充てる国民健康保険事業に要する費用に、支援納付

金の納付に要する費用を追加するものとすること。（第 76条第２項関係） 

⑹ 財政安定化基金 

支援納付金の納付に要した費用の額について、財政安定化基金を充てる額の算定に含める

よう所要の規定の整備を行うものとすること。（第 81条の２第 10項関係） 

⑺ その他所要の改正を行うこと。 

９ 国民年金法の一部改正 

⑴ 被保険者が出産に係る子を養育する場合においては、当該被保険者は、出産予定日から起算

して３月を経過した日の属する月から当該出産予定日から起算して 12月を経過した日（当該

日の前日までに、当該子が死亡したときその他当該被保険者が当該子を養育しないこととな

った事由が生じたときは、当該事由が生じた日の翌日）が属する月の前月までの期間に係る保

険料は、納付することを要しないものとすること。（第 88条の３第１項関係） 

⑵ 被保険者（⑴の被保険者を除く。）は、子を養育することとなった日の属する月から当該子

が１歳に達する日（当該子が１歳に達する日の前日までに、当該子が死亡したときその他当該

被保険者が当該子を養育しないこととなった事由が生じたときは、当該事由が生じた日）の翌

日が属する月の前月までの期間に係る保険料は、納付することを要しないものとすること。

（第 88条の３第２項関係） 

⑶ ⑴及び⑵により納付することを要しないものとされた保険料に相当する額については、政

令で定めるところにより、支援納付金により補塡するものとすること。（第 88 条の３第３項

関係） 

⑷ その他所要の改正を行うこと。 

10 児童扶養手当法（昭和 36年法律第 238号）の一部改正 

⑴ 児童扶養手当の手当額について、第３子以降の加算額を第２子の加算額と同額まで引き上

げるものとすること。（第５条第２項関係） 

⑵ その他所要の改正を行うこと。 

11 地方公務員等共済組合法（昭和 37年法律第 152号）の一部改正 

⑴ ７⑵に準じた改正を行い、育児休業支援手当金を創設するものとすること。（第 70 条の３

関係） 

⑵ ７⑶に準じた改正を行い、育児時短勤務手当金を創設するものとすること。（第 70 条の５
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関係） 

⑶ 支援納付金の費用負担等について、７⑷に準じた改正を行うこと。（第 43 条第２項及び第

113条関係） 

⑷ その他所要の改正を行うこと。 

12 児童手当法の一部改正 

⑴ 施設入所等児童の範囲の拡大 

「施設入所等児童」の定義に、次に掲げる児童を追加するものとすること。（第３条第３項

第１号及び第３号関係） 

ア 児童自立生活援助事業を行う者から児童自立生活援助を受けている児童 

イ 母子生活支援施設に入所している児童（児童のみで構成する世帯に属しているものに限

る。） 

⑵ 児童手当の支給期間の延長 

児童手当の支給期間を 18歳に達する日以後の最初の３月 31日までとするものとすること。

（第４条第１項第１号及び第４号関係） 

⑶ 所得制限の撤廃 

児童手当の支給要件のうち所得制限を撤廃するものとすること。（第５条及び附則第２条関係） 

⑷ 児童手当の額 

ア 個人受給資格者の児童手当 

第三子以降算定額算定対象者（22歳に達する日以後の最初の３月 31日までの間にある者

（児童及び延長者等（児童福祉法に規定する延長者及びこれに類する者として内閣府令で

定めるものをいい、18歳に達する日以後の最初の３月 31日を経過した者に限る。）を除く。）

のうち、個人受給資格者によって監護に相当する日常生活上の世話及び必要な保護並びに

その生計費の相当部分の負担が行われている者として内閣府令で定めるものであって、日

本国内に住所を有するもの又は留学その他の内閣府令で定める理由により日本国内に住所

を有しないものをいう。）及び支給対象児童の人数に応じ、三歳以上児童算定額（１万円と

する。以下この⑷において同じ。）、三歳未満児童算定額（１万５千円とする。以下この⑷に

おいて同じ。）及び第三子以降算定額（３万円とする。）により算定した額を支給するものと

すること。（第６条第１項第１号関係） 

イ 法人受給資格者の児童手当 

三歳以上児童算定額に三歳以上支給対象児童の数を乗じた額と、三歳未満児童算定額に

三歳未満支給対象児童の数を乗じた額を合算した額を支給するものとすること。（第６条第

１項第２号関係） 

ウ 施設等受給資格者の児童手当 

三歳以上児童算定額に三歳以上施設入所等児童の数を乗じた額と、三歳未満児童算定額

に三歳未満施設入所等児童の数を乗じた額を合算した額を支給するものとすること。（第６

条第１項第３号関係） 

⑸ 児童手当の支払 

児童手当については、毎年２月、４月、６月、８月、10月及び 12月の６期に、それぞれの
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前月までの分を支払うものとすること。（第８条第４項関係） 

⑹ 児童手当に要する費用の負担等 

ア 児童手当に要する費用の負担 

（ア） 被用者に対する三歳未満児童手当の支給に要する費用は、その全額につきイ（ア）

の国からの交付金をもって充てるものとすること。（第 18条第１項関係） 

（イ） 被用者等でない者（被用者又は公務員でない者をいう。以下この⑹において同じ。）

に対する三歳未満児童手当の支給に要する費用は、その 15 分の 13 に相当する額につき

イ（イ）の国からの交付金を、15 分の１に相当する額につきウ（ア）の都道府県からの

交付金をもって充てるものとし、当該費用の 15分の１に相当する額を市町村が負担する

ものとすること。（第十八条第二項関係） 

（ウ） 被用者及び被用者等でない者に対する三歳以上児童手当の支給に要する費用は、そ

の９分の７に相当する額につきイ（ウ）の国からの交付金を、９分の１に相当する額につ

きウ（イ）の都道府県からの交付金をもって充てるものとし、当該費用の９分の１に相当

する額につき市町村が負担するものとすること。（第 18条第３項関係） 

イ 国から市町村に対する交付 

（ア） 政府は、市町村に対し、市町村長が支給する児童手当の支給に要する費用のうち被

用者の三歳未満児童手当に係る部分に充当させるため、当該費用の全額に相当する額を

交付するものとすること。この場合において、政府が交付する交付金のうち、その５分の

２に相当する額は拠出金を、その５分の３に相当する額は支援納付金を原資とするもの

とすること。（第 19条第１項関係） 

（イ） 政府は、市町村に対し、市町村長が支給する児童手当の支給に要する費用のうち被

用者等でない者の三歳未満児童手当に係る部分に充当させるため、その 15 分の 13 に相

当する額を交付するものとすること。この場合において、政府が交付する交付金のうち、

当該費用の 15分の４に相当する額は国庫が負担し、当該費用の５分の３に相当する額は

支援納付金を原資とするものとすること。（第 19条第２項関係） 

（ウ） 政府は、市町村に対し、市町村長が支給する児童手当の支給に要する費用のうち被

用者及び被用者等でない者の三歳以上児童手当に係る部分に充当させるため、その９分

の７に相当する額を交付するものとすること。この場合において、政府が交付する交付金

のうち、当該費用の９分の４に相当する額は国庫が負担し、当該費用の３分の１に相当す

る額は支援納付金を原資とするものとすること。（第 19条第３項関係） 

ウ 都道府県から市町村に対する交付 

（ア） 都道府県は、市町村に対し、市町村長が支給する児童手当の支給に要する費用のう

ち被用者等でない者の三歳未満児童手当に係る部分の 15分の１に相当する額を負担する

ものとし、市町村に対し、当該費用に充当させるため当該額を交付するものとすること。

（第 19条の２第１項関係） 

（イ） 都道府県は、市町村に対し、市町村長が支給する児童手当の支給に要する費用のう

ち被用者及び被用者等でない者の三歳以上児童手当に係る部分の９分の１に相当する額

を負担するものとし、市町村に対し、当該費用に充当させるため当該額を交付するものと
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すること。（第 19条の２第２項関係） 

⑺ その他所要の改正を行うこと。 

13 雇用保険法の一部改正 

⑴ 目的の改正 

雇用保険の目的に、労働者が子を養育するために所定労働時間を短縮することによる就業

をした場合に必要な給付を行うことにより、労働者の生活及び雇用の安定を図ることを追加

するものとすること。（第１条関係） 

⑵ 育児休業等給付の創設 

育児休業等給付は、育児休業給付、出生後休業支援給付及び育児時短就業給付とするものと

し、育児休業給付は、育児休業給付金及び出生時育児休業給付金とするものとすること。（第

61条の６第１項及び第２項関係） 

⑶ 出生後休業支援給付の創設 

ア 被保険者が、対象期間内にその子を養育するための休業（以下この⑶において「出生後休

業」という。）をした場合において、次に掲げる要件のいずれにも該当するときに、当該被

保険者が出生後休業を開始した日の前日を受給資格に係る離職の日とみなした場合に算定

される賃金日額に相当する額に当該被保険者が対象期間内に出生後休業をした日数（その

日数が 28 日を超えるときは、28 日）を乗じて得た額の 100 分の 13 に相当する額の出生後

休業支援給付金を支給するものとすること。（第 61条の 10第１項及び第６項関係） 

（ア） 出生後休業を開始した日前２年間に、みなし被保険者期間が通算して 12か月以上

であったとき。 

（イ） 対象期間内にした出生後休業の日数が通算して 14日以上であるとき。 

（ウ） 当該被保険者の配偶者が当該出生後休業に係る子について出生後休業をしたとき

（当該配偶者が当該子の出生の日から起算して８週間を経過する日の翌日までの期間内

にした出生後休業の日数が通算して 14日以上であるときに限る。）。 

イ 被保険者が次のいずれかに該当する場合においては、ア（ア）及び（イ）の要件に該当す

るときに、出生後休業支援給付金を支給するものとすること。（第 61 条の 10 第２項関係） 

（ア） 配偶者のない者その他厚生労働省令で定める者である場合 

（イ） 当該被保険者の配偶者が適用事業に雇用される労働者でない場合 

（ウ） 当該被保険者の配偶者が当該出生後休業に係る子について産後休業等をした場合 

（エ） （ア）から（ウ）までに掲げる場合のほか、当該被保険者の配偶者が当該出生後休

業に係る子を養育するための休業をすることができない場合 

ウ アの「対象期間」は、被保険者がその子について産後休業をしなかった場合にあってはそ

の子の出生の日から起算して８週間を経過する日の翌日までの期間とするものとし、被保

険者がその子について産後休業をした場合にあってはその子の出生の日から起算して 16週

間を経過する日の翌日までの期間とするものとすること。（第 61条の 10第７項関係） 

⑷ 育児時短就業給付の創設 

被保険者が、その２歳に満たない子を養育するための所定労働時間を短縮することによる

就業（以下この⑷において「育児時短就業」という。）をした場合において、当該育児時短就
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業を開始した日前２年間にみなし被保険者期間が通算して 12か月以上であったとき等に、支

給対象月ごとに、当該支給対象月に支払われた賃金の額に 100分の 10を乗じて得た額の育児

時短就業給付金を支給するものとすること。ただし、当該支給対象月に支払われた賃金の額が

育児時短就業開始時賃金日額（当該被保険者が育児時短就業を開始した日の前日を受給資格

に係る離職の日とみなした場合に算定される賃金日額に相当する額（当該被保険者が育児休

業給付金又は出生時育児休業給付金の支給を受けていた場合であって、これらの給付金に係

る休業終了後引き続き育児時短就業をするときはこれらの給付金に係る休業開始時賃金日額）

をいう。以下同じ。）に 30を乗じて得た額の 100分の 90に相当する額以上であるときは、育

児時短就業開始時賃金日額に 30 を乗じて得た額に対する当該賃金の額の割合が 100 分の 90

を超える大きさの程度に応じ、100 分の 10 から一定の割合で逓減するように定めた率を当該

賃金の額に乗じて得た額の育児時短就業給付金を支給するものとすること。（第 61条の 12第

１項及び第６項関係） 

⑸ 支援納付金 

出生後休業支援給付及び育児時短就業給付に要する費用並びにこれらの給付に関する事務

の執行に要する経費については、支援納付金をもって充てるものとすること。（第 68 条の２

関係） 

⑹ その他所要の改正を行うこと。 

14 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57年法律第 80号）の一部改正 

⑴ 国が後期高齢者医療広域連合に対して交付する調整交付金の総額に、支援納付金の額の見

込額の 120分の１に相当する額を追加するものとすること。（第 95条第２項関係） 

⑵ 市町村が保険料を徴収して充てる後期高齢者医療に要する費用に、支援納付金の納付に要

する費用を追加するものとすること。（第 104条第１項関係） 

⑶ 支援納付金の納付に要した費用の額について、財政安定化基金を充てる額の算定に含める

よう所要の規定の整備を行うこと。（第 116条第２項関係） 

⑷ その他所要の改正を行うこと。 

15 日本私立学校振興・共済事業団法（平成９年法律第 48号）の一部改正 

⑴ 事業団が行う業務に、支援納付金の納付に関する業務を追加するものとすること。（第 23条

第２項関係） 

⑵ その他所要の改正を行うこと。 

16 特別会計に関する法律（平成 19年法律第 23号）の一部改正 

⑴ 令和６年 10月 1日施行事項 

ア 年金特別会計の子ども・子育て支援勘定における歳入項目に、子ども・子育て支援特例公

債の発行収入金を加えるものとすること。（第 111条第５項第１号ホ関係） 

イ 年金特別会計の子ども・子育て支援勘定における歳出項目に、以下を加えるものとするこ

と。（第 111条第５項第２号ニ及びホ関係） 

（ア） 子ども・子育て支援特例公債及び子ども・子育て支援特例公債に係る借換国債（特

別会計に関する法律の規定により起債される借換国債をいい、当該借換国債につきその

規定により順次起債された借換国債を含む。以下この⑴及び⑵において同じ。）の償還金
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及び利子 

（イ） 子ども・子育て支援特例公債及び子ども・子育て支援特例公債に係る借換国債の発

行及び償還に関する諸費 

ウ 子ども・子育て支援法の規定により年金特別会計の負担において行われる子ども・子育て

支援特例公債の発行は、子ども・子育て支援勘定の負担において行うものとすること。（第

118条の２関係） 

エ 子ども・子育て支援特例公債及び子ども・子育て支援特例公債に係る借換国債の償還金及

び利子並びに発行及び償還に関する諸費の支出に必要な金額（事務取扱費の額に相当する

金額を除く。）は毎会計年度年金特別会計の子ども・子育て支援勘定から国債整理基金特別

会計に繰り入れ、事務取扱費の額に相当する金額は年金特別会計の子ども・子育て支援勘定

から一般会計に繰り入れなければならないものとすること。（第 118条の３関係） 

⑵ 令和７年４月１日施行事項 

ア 子ども・子育て支援特別会計を設置するものとすること。（第２条第１項第９号関係） 

イ 子ども・子育て支援特別会計は、児童手当法による児童手当並びに子ども・子育て支援法

による妊婦のための支援給付、子どものための教育・保育給付、子育てのための施設等利用

給付、地域子ども・子育て支援事業及び仕事・子育て両立支援事業並びに雇用保険法による

育児休業等給付に関する政府の経理を明確にすることを目的とするものとすること。（第

123条の２関係） 

ウ 子ども・子育て支援特別会計は、内閣総理大臣及び厚生労働大臣が、法令で定めるところ

に従い、管理するものとし、管理に関する事務は、同会計全体の計算整理に関するものにつ

いては内閣総理大臣が、その他のものについては子ども・子育て支援勘定に係るものにあっ

ては内閣総理大臣が、育児休業等給付勘定に係るものにあっては厚生労働大臣が行うもの

とすること。（第 123条の３関係） 

エ 子ども・子育て支援特別会計は、子ども・子育て支援勘定及び育児休業等給付勘定に区分

するものとすること。（第 123条の４関係） 

オ 子ども・子育て支援勘定及び育児休業等給付勘定における歳入及び歳出について、所要の

規定の整備を行うこと。（第 123条の５関係） 

カ 労働保険特別会計において経理する雇用保険法による雇用保険事業から、育児休業等給

付に係る事業を除くものとすること。（第 96条関係） 

キ 子ども・子育て支援特例公債の発行 

（ア） 子ども・子育て支援特例公債の発行は、子ども・子育て支援勘定の負担において行

うものとすること。（第 123条の 13関係） 

（イ） 子ども・子育て支援特例公債及び子ども・子育て支援特例公債に係る借換国債の償

還金（借換国債を発行した場合においては、当該借換国債の収入をもって充てられる部分

を除く。）及び利子並びに発行及び償還に関する諸費の支出に必要な金額（事務取扱費の

額に相当する金額を除く。）は毎会計年度子ども・子育て支援勘定から国債整理基金特別

会計に繰り入れ、事務取扱費の額に相当する金額は子ども・子育て支援勘定から一般会計

に繰り入れなければならないものとすること。（第 123条の 14関係） 
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⑶ 令和８年４月１日施行事項 

１⑶の乳児等のための支援給付の施行等に伴い、所要の規定の整備を行うこと。（第 123条

の２、第 123条の５第１項第２号ニ、第 123条の７第１項及び第 123条の 16第１項関係） 

⑷ 令和８年 10月１日施行事項 

９⑴及び⑵の被保険者の育児期間に係る保険料免除の改正の施行に伴い、所要の規定の整

備を行うこと。（第 111条第２項第１号ニ、第 120条第２項第７号、第 123条の５第１項第２

号ト及び第 123条の９第１項関係） 

⑸ その他所要の改正を行うこと。 

17 子ども・若者育成支援推進法の一部改正 

⑴ 子ども・若者育成支援の基本理念において、必要な支援を行う対象者に、家族の介護その他

の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者を追加するものとするこ

と。（第２条第７号関係） 

⑵ 関係機関等による必要な相談、助言等の支援の対象として、家族の介護その他の日常生活上

の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者を追加するものとすること。（第 15 条

第１項関係） 

⑶ 子ども・若者支援調整機関は、子ども・若者のうち児童福祉法に規定する要保護児童又は要

支援児童であるものに対し、子ども・若者支援地域協議会及び要保護児童対策地域協議会が協

働して効果的に支援を行うことができるよう、要保護児童対策調整機関と連携を図るよう努

めるものとすること。（第 21条第３項関係） 

18 子ども・子育て支援法の一部を改正する法律（令和元年法律第７号）の一部改正 

子ども・子育て支援法に規定する子育てのための施設等利用給付について、令和 12年３月 31

日までの間、児童福祉法の規定による届出がされた施設であって、子ども・子育て支援法の基準

を満たしていないもののうち、当該施設がなければ当該施設が所在する特定教育・保育提供区域

における保育の提供体制を確保することができないと認められるものとして都道府県知事が指

定するものを、当該基準を満たした施設とみなして同法の規定（特定子ども・子育て支援施設等

が遵守すべき基準、勧告事由及び確認の取消事由を除く。）を適用するものとすること。（附則第

４条関係） 

19 施行期日等 

⑴ 施行期日 

改正法は、令和６年 10月１日から施行すること。ただし、次に掲げる事項は、それぞれ次

に定める日から施行すること。（附則第１条関係） 

ア ４及び 18の一部並びに 17 公布の日 

イ 10 令和６年 11月１日 

ウ １、４、６、７及び 11の一部並びに 13及び 16⑵ 令和７年４月１日 

エ １、４、６、７及び 11の一部並びに２、３、５、８、14、15及び 16⑶ 令和８年４月１

日 

オ １の一部並びに９及び 16⑷ 令和８年 10月１日 

⑵ 経過措置及び関係法律の整備等 
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ア 政府は、令和５年 12月 22日に閣議決定されたこども未来戦略（イにおいて「こども未来

戦略」という。）に基づき、社会保障負担率の上昇の抑制に向けて、全世代型社会保障制度

改革の徹底を図るものとし、支援納付金の導入に当たっては、イ（ア）から（ウ）までに掲

げる各年度において、支援納付金（公費で負担する額に相当する部分を除いた部分に限る。）

を徴収することにより当該年度の社会保障負担率の上昇に与える影響の程度が、令和５年

度から当該各年度まで全世代型社会保障制度改革等及び労働者の報酬の水準の上昇に向け

た取組を実施することにより社会保障負担率の低下に与える影響の程度を超えないものと

すること。（附則第 47条第１項関係） 

イ 政府は、加速化プラン実施施策（こども未来戦略に「「加速化プラン」において実施する

具体的な施策」として記載された施策をいう。以下このイにおいて同じ。）を実施するため

に必要となる費用については、全世代型社会保障制度改革等を通じた国及び地方公共団体

の歳出の抑制その他歳出の見直し、消費税法（昭和 63年法律第 108号）の規定により少子

化に対処するための施策に要する経費に充てるものとされている消費税の収入、子ども・子

育て支援法第 69条第１項の規定による拠出金の収入、加速化プラン実施施策に係る社会保

険料の収入並びに支援納付金対象費用に係る財源により賄うものとし、次の（ア）から（ウ）

までに掲げる各年度における支援納付金（公費で負担する額に相当する部分を除いた部分

に限る。）の総額は、それぞれ次の（ア）から（ウ）までに掲げる額を目安とするものとす

ること。また、政府が全世代型社会保障制度改革を推進するに当たって基本とする事項を定

めるものとすること。（附則第 47条第２項及び第３項関係） 

（ア） 令和８年度 おおむね六千億円 

（イ） 令和９年度 おおむね八千億円 

（ウ） 令和 10年度 おおむね一兆円 

ウ 政府は、全世代型社会保障制度改革等及び労働者の報酬の水準の上昇に向けた取組の実

施状況その他の事情を勘案し、必要があると認める場合は、支援納付金対象費用に係る施策

の費用負担の在り方その他の事項について、必要な見直しを行うものとすること。（附則第

47条第５項関係） 

エ 政府は、改正法の施行後５年を目途として、少子化の進展に対処するための子ども及び子

育ての支援に関する施策の在り方について、加速化プラン実施施策の実施状況及びその効

果その他の事項を踏まえて検討を行い、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとす

ること。（附則第 48条関係） 

オ 政府は、２⑸の政令を定めようとするときは、アからウまでの趣旨を考慮しなければなら

ないものとすること。（附則第 49条関係） 

カ その他改正法の施行に関し必要な経過措置を定めるとともに、関係法律の規定の整備を

行うこと。（附則第２条から第 46条まで関係） 
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も
に
」
を
「
子
ど
も
及
び
子
育
て
に
」
に
、「
成
長
す
る
」
を
「
成
長
し
、
及
び
子
ど
も
を
持
つ

こ
と
を
希
望
す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
」
を
「
を
等
し
く
確
保
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と

を
希
望
す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
と
し
て
行
う
同
項
の
乳
児
又
は
幼
児
へ
の
遊
び
及
び
生
活
の
場
の
提
供
並
び
に
そ
の
保
護
者
と

の
面
談
及
び
当
該
保
護
者
へ
の
援
助
を
い
う
。

第
八
条
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
、「
及
び
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改

め
る
。

第
三
十
条
の
三
中
「
第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
を
「
第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第

十
六
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
削
る
。

第
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
報
告
等
）」を
付
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を

削
る
。

第
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係

者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、関
係
人
の
請
求
が
あ
っ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
十
五
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
十
七
条

第
十
条
の
六
及
び
第
十
条
の
七
の
規
定
は
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
八
条

削
除

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等

（
支
給
要
件
）

第
十
条
の
八

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
で
あ
っ
て
、日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）

第
十
条
の
九

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町

村
に
対
し
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
住
所

地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
妊
婦
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
十
条
の
十

妊
婦
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
者
」

と
い
う
。）が
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
と
き
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
一

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、妊
婦
給
付
認
定
の
申
請
そ
の
他
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則

（
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
十
条
の
二

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
す
る
。

（
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
等
と
の
連
携
）

第
十
条
の
三

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
児
童

福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
援
助
そ
の
他
の
支
援
と
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
中
の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
総
合

的
な
支
援
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
条
の
四

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三

第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

（
報
告
等
）

第
十
条
の
五

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
妊
婦
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
妊
婦
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ

の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し

く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
給
権
の
保
護
）

第
十
条
の
六

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
十
条
の
七

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、

課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
）

第
十
条
の
十
二

市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
者
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
一
を
加
え
た
数
に
五
万
円
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。

３

妊
婦
給
付
認
定
者
が
当
該
妊
婦
給
付
認
定
の
原
因
と
な
っ
た
妊
娠
と
同
一
の
妊
娠
を
原
因
と
し
て
他
の
市
町
村

か
ら
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
が
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
か
ら
当
該
他
の
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
た
額
を

控
除
し
た
額
と
す
る
。

（
届
出
等
）

第
十
条
の
十
三

妊
婦
給
付
認
定
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
妊
婦
給
付

認
定
者
の
胎
児
の
数
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
は
、
他
の
市
町
村
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
の
た
め
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
払
方
法
）

第
十
条
の
十
四

妊
婦
支
援
給
付
金
の
う
ち
、
五
万
円
は
妊
婦
給
付
認
定
後
遅
滞
な
く
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
た
額
は
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
つ
い
て
の
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
の
十
二
第
三
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
妊
婦
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
当
該
届

出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
は
、
現
金
そ
の
他
確
実
な
支
払
の
方
法
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
支
払
う
も
の
と

す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
五

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令

で
定
め
る
。

第
二
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
三
十
条
の
十
二

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給

と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
条
の
十
三

第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
乳
児
等
の
た
め

の
支
援
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等

（
支
給
要
件
）

第
三
十
条
の
十
四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
満
三
歳
未
満
の
小
学
校

就
学
前
子
ど
も
（
当
該
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
が
現
に
施
設
型
給
付
費
、

特
例
施
設
型
給
付
費
、
地
域
型
保
育
給
付
費
若
し
く
は
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
又
は
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
施
設
を
利
用
し
て
い
る
小

学
校
就
学
前
子
ど
も
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
保
護

者
に
対
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
の
利
用
に
つ
い
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）

第
三
十
条
の
十
五

支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も

ご
と
に
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
」
と
い
う
。）は
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者

の
居
住
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
居
住

地
を
有
し
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の

保
護
者
の
現
在
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
に
係
る
保
護
者
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
」
と
い
う
。）に
氏
名
そ
の
他
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
認
定
証
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
」
と
い
う
。）を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
有
効
期
間
）

第
三
十
条
の
十
六

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子

ど
も
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
」と
い
う
。）が
満
三
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
効
力
を
有
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
変
更
）

第
三
十
条
の
十
七

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
届
出
書
に
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
を
添
付
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
三
十
条
の
十
八

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給

付
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
が
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と

認
め
る
と
き
。

三

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
取
消
し
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
の
返
還
を
求
め

る
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
の
十
九

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
申
請
そ
の
他
の
手
続
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給

（
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
、
第

五
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
者
」
と
い
う
。）の
行
う
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
確
認
に
係
る
乳
児
等
通
園
支
援
（
以
下
こ
の
款
、
第
六

十
二
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
七
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
い
う
。）を
利

用
し
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等

支
援
給
付
費
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

緊
急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を

勘
案
し
て
算
定
さ
れ
る
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
内
閣
総

理
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
当
該
月
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
時
間
（
当
該
時
間
が
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
乳
児
等
通
園
支
援
の
体
制
の
整

備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る

時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
基
準
又
は
内
閣
府
令
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭

審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し

た
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
支
払
う

べ
き
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
と
し
て
当
該
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
代
わ
り
、

当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
乳
児
等
支
援
給
付
費
の

支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

市
町
村
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
か
ら
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
三
項
の

基
準
及
び
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）に
照
ら
し
て
審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、内
閣
府
令
で
定
め
る
。
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（
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十
一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
以
下

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
」
と
い
う
。）を
し
た
日
か
ら
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
効
力
が
生
じ
た

日
の
前
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
中
期
間
」
と
い
う
。）に
当
該
申
請
に
係
る
支
給

対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
申
請
中
期
間
に
特

定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

が
あ
る
と
き
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
前
条
第
三
項
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
現
に
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）

に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
申
請
中
期
間
に
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特

定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
時
間
（
同
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令

で
定
め
る
時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

３

前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定

め
る
。

第
三
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
の
節
名
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業

者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を「
、
関
係
者
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係
者
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
又
は
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
者
」
に
、「
教
育
・
保
育
の
」
を
「
教
育
・
保
育
等
の
」に
、「
教
育
・
保
育
に
係
る
教
育
・
保
育
情
報
」

を
「
教
育
・
保
育
等
に
係
る
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
、「
教
育
・
保
育
を
」
を
「
教
育
・
保
育
等
を
」
に
改
め
、
同

条
第
七
項
中
「
教
育
・
保
育
を
」
を
「
教
育
・
保
育
等
を
」
に
、「
教
育
・
保
育
の
」
を「
教
育
・
保
育
等
の
」に
、「
教

育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」

を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一

項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は

第
二
項
」
を
加
え
、「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
又
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情

報
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」に
改
め
、「
内
容
」の
下
に「（
特

定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
に
あ
っ
て
は
、
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学

前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
を
受
け
さ
せ
、
又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か

つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
特
定
教
育
・

保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
公
表
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事

業
年
度
終
了
後
五
月
以
内
に
、当
該
事
業
年
度
に
係
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報（
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
ご
と
の
収
益
及
び
費
用
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
六
十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
所
の

所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
第
一
節
第
四
款
の
款
名
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
款
を
同
節
第
五
款
と
す

る
。第

五
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
者
」
に
改
め
、「
第
四
十
五
条
第
五
項
」
の
下
に「（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型
保
育
事
業
所
」
に
改
め
、「
同
じ
。）」
の

下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型

保
育
事
業
所
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を「
、
関
係
者
」

に
、「
若
し
く
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型
保
育
事
業
所
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
、「
の

教
育
・
保
育
」
を
「
の
教
育
・
保
育
等
（
教
育
・
保
育
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
地
域
型
保
育
給
付
費
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
支
援
給
付
費
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
一
節
中
第
三
款
を
第
四
款
と
し
、
第
二
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
三
款

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
確
認
）

第
五
十
四
条
の
二

乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
る

旨
の
市
町
村
長
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
確
認
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
所
（
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並

び
に
第
五
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）ご
と
に
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
通
園
支

援
の
利
用
定
員
を
定
め
て
、
市
町
村
長
が
行
う
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
利
用
定
員
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
七
十
二
条
第
一
項
の
審
議
会
そ
の
他
の
合

議
制
の
機
関
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
意
見
を
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
子
ど
も
の
保
護
者

そ
の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
当
事
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
五
十
四
条
の
三

第
四
十
四
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
第
四
十
五
条
第
二
項
を
除
く
。）は
、
前
条
第
一

項
の
確
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
十
八
条
の
八
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関

係
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
の
九
第
六
項
第
三
号
イ
中
「
認
定
子
ど
も
園
法
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
号
中
「
子
ど
も
及
び
」
を
「
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
並
び
に
子
ど
も
及
び
」
に
、「
子
ど
も
又
は

子
ど
も
の
」
を
「
妊
婦
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
子
ど
も
若
し
く
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

四

母
子
保
健
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
産
後
ケ
ア
事
業

第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
の
下
に「（
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
出
生
後
休
業
（
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
い
う
。）の
取
得
及
び

育
児
時
短
就
業
（
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
に
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
就
業
す
る
こ
と
を
い
う
。）を
促
進
す

る
た
め
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定

に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業

第
五
十
九
条
の
三

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
働
き
方
及
び
生
活
様
式
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
者
の
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
働
き
方
等
の
多
様

化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て

経
済
的
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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２

前
項
の
経
済
的
支
援
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
八
十
八
条
の
三
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
、「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を

「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
第
一
号
中
「
教
育
・
保
育
給
付
」
の
下
に
「
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
、「
教
育
・
保
育
を
」

を
「
教
育
・
保
育
等
を
」
に
、「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保

育
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と

し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
の
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
者
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
そ
の
他
の
乳
児
等
通
園
支
援
の
量
の
見
込
み
並
び
に
当
該
市
町
村
が
実
施
し

よ
う
と
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期

第
六
十
一
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関

す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と

し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
及
び
特
定
乳

児
等
通
園
支
援
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関

す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

第
六
十
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
、「
の
公
表
」
を
「
及
び
特

定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
（
第
五
十
八
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。）の
公
表
」

に
改
め
る
。

第
六
章
中
第
六
十
五
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

費
用
の
支
弁
等

第
六
十
五
条
第
一
号
を
同
条
第
一
号
の
二
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

第
六
十
五
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

第
六
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
五
分
の
一
」
を
「
五
十
分
の
十
一
」に
、「
次
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
」

を
「
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
婦
支
援
給
付
金
等
支
給
費
用
へ
の
国
等
の
交
付
金
の
充
当
）

第
六
十
六
条
の
四

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
額
に
つ
き
、
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
分

の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
、
四
分
の
三
に
相
当
す
る

額
に
つ
き
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
八

分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担
す
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
四
分
の
一
を
負
担
す
る
」
を
「
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も

の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五

号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用

に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
。

第
六
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
都
道
府
県
の
交
付
金
）

第
六
十
七
条
の
二

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ

り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、当
該
都
道
府
県
の
予
算
の
範
囲
内
で
、

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
八
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
」
を
「
国
か
ら
市
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項

と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る

同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
し
て
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

第
六
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る

同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
国

が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
国
の
交
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

拠
出
金
の
徴
収
等

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
交

付
金
を
充
て
る
部
分
の
う
ち
、
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
、「
国
が
負
担
す
る
」
を
「
国
が
交

付
す
る
」
に
改
め
、「
係
る
も
の
」
の
下
に
「
に
つ
い
て
国
が
負
担
す
る
部
分
」
を
加
え
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
六

十
八
条
の
二
」
に
、「
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
額
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
国
が
交
付
す
る
額
（
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
く
。）」
に
、「
千
分
の
四
・
五
」
を
「
千
分
の
四
・
〇
」
に

改
め
る
。

第
六
章
中
第
七
十
一
条
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
等

第
一
款

通
則

第
七
十
一
条
の
二

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
各
法
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

二

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

三

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

五

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

２

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
り
保
険
給
付
を
行
う
全
国
健
康
保
険

協
会
、
健
康
保
険
組
合
、
都
道
府
県
、
国
民
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
又
は
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
を
い
う
。

３

こ
の
節
に
お
い
て
「
被
用
者
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
者
（
健
康
保
険
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
保
険
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
日
雇
保
険
者
」
と
い
う
。）と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
、
都

道
府
県
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
。）又
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
承
認
を
受
け
て
同
法
の
被
保
険

者
と
な
ら
な
い
者
を
組
合
員
と
す
る
国
民
健
康
保
険
組
合
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
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４

こ
の
節
に
お
い
て
「
地
域
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
健
康
保
険
者
を
い
う
。

５

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
等
」
と
は
、
健
康
保
険
者
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。）を
い
う
。

６

こ
の
節
に
お
い
て
「
加
入
者
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
を
除
く
。）

二

船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

三

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員

五

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者

六

健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
（
健
康
保
険
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇

特
例
被
保
険
者
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
を
除
く
。）

七

健
康
保
険
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
手
帳
に
健
康

保
険
印
紙
を
貼
り
付
け
る
べ
き
余
白
が
な
く
な
る
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
そ
の

者
の
被
扶
養
者
（
同
法
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
と

な
ら
な
い
期
間
内
に
あ
る
者
及
び
同
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳

を
返
納
し
た
者
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ら
の
者
の
被
扶
養
者
を
除
く
。）

八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

第
二
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務

第
七
十
一
条
の
三

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
（
以
下
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
」
と
い
う
。）に
充
て
る
た
め
、

令
和
八
年
度
か
ら
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
。

一

第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

二

第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部

分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。）

三

児
童
手
当
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。）

四

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す

る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

五

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
補
塡
に
要
す
る
費
用

六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
第
七
十
一
条
の
二
十
七
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公

債
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
償
還
金
（
同
条
に
規
定
す
る
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。）、
利
子
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
に
関
連
す
る
経
費
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

２

健
康
保
険
者
等
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
。

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）
当
該
年
度
に
お
け
る
支
援

納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て

得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全

国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
加
入
者
等
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
条
第
一
項
第

二
号
ロ
に
お
い
て
「
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）

に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。）の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全

て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て

得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国

健
康
保
険
協
会
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保

険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け

る
イ
、
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見

込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険

者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
所
得
係
数

第
三
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
等

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
）

第
七
十
一
条
の
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
健
康
保
険
者
等
か
ら
毎
年
度
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
の
額
は
、
当
該
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
徴
収
年
度
」
と
い
う
。）の
当
該
健
康
保
険
者
等
に
係
る

概
算
支
援
納
付
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確

定
支
援
納
付
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
か
ら
そ
の
超
え
る
額
と
そ
の
超
え

る
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支

援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の

額
に
そ
の
満
た
な
い
額
と
そ
の
満
た
な
い
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
調
整
金
額
は
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
等
に
係
る
概
算
支
援

納
付
金
の
額
と
確
定
支
援
納
付
金
の
額
と
の
過
不
足
額
に
つ
き
生
ず
る
利
子
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
健
康
保
険
者
等
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
額
と
す
る
。

（
概
算
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
五

各
年
度
に
お
け
る
前
条
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
健
康
保
険
者
等
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
予
定
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
」
と
い
う
。）か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ

る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込

数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込

数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
当
該
年
度
の
標
準
報
酬
総
額
と
見
込
ま

れ
る
額
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同

じ
。）を
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

２

前
項
第
一
号
ロ
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保

険
者
の
区
分
に
応
じ
各
年
度
の
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
全
て
の
加
入
者
等
に
つ

い
て
合
算
し
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
正
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会
及
び
健
康
保
険
組
合

被
保
険
者
ご
と
の
健
康
保
険
法
又
は
船
員
保
険
法
に
規
定
す
る

標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額

二

共
済
組
合

組
合
員
ご
と
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
規
定
す
る
標
準

報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
総
額

三

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

加
入
者
ご
と
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月

額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額

四

国
民
健
康
保
険
組
合

組
合
員
ご
と
の
前
三
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

額





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

３

第
一
項
第
四
号
イ
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る
率

４

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得

た
数
（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。）と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度

に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を
乗

じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
に
お
け
る
全

て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和

八
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗
じ

て
得
た
数
を
加
え
て
得
た
数

５

各
年
度
に
お
け
る
第
一
項
第
四
号
ハ
の
所
得
係
数
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
で
除
し
て
得
た
数
と
す
る
。

（
確
定
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
六

各
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支

援
納
付
金
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。）か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順

次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数

を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て

得
た
数

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る

標
準
報
酬
総
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）
当
該
年
度
に
お
け
る
支
援

納
付
金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た

額イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全

国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全

て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未

満
加
入
者
等
を
除
く
。）の
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者

（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除

く
。）の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た

額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康

保
険
協
会
に
係
る
加
入
者
等
の
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係

る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
に
、当
該
年
度
に
お
け
る
イ
、

ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
数

を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の

総
数
で
除
し
て
得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
所
得
係
数

２

前
項
第
四
号
イ
の
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る
率

３

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得

た
数
（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。）と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年

度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を

乗
じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
の
前
々
年
度

に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令

和
八
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗

じ
て
得
た
数
を
加
え
て
得
た
数

（
健
康
保
険
者
等
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
七

合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
健
康
保
険
者
等
、
合
併
又
は
分
割
後
存
続
す
る
健
康
保
険
者

等
及
び
解
散
を
し
た
健
康
保
険
者
等
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
健
康
保
険
者
等
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
の
方
法

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
通
知
）

第
七
十
一
条
の
八

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
当
該
年
度
に
当
該
健
康
保
険
者
等
が

納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
、
納
付
の
方
法
及
び
納
付
す
べ
き
期
限
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
督
促
及
び
滞
納
処
分
）

第
七
十
一
条
の
九

内
閣
総
理
大
臣
は
、
健
康
保
険
者
等
が
、
納
付
す
べ
き
期
限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
期
限
を
指
定
し
て
こ
れ
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
は
、
当
該
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
督
促
状
を
発
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
べ
き
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
経
過
し
た

日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
健
康
保
険
者
等
が
そ
の
指
定
期
限
ま
で
に
そ
の
督

促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
国
税
滞
納

処
分
の
例
に
よ
り
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
延
滞
金
）

第
七
十
一
条
の
十

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
を
督
促
し
た
と
き
は
、
内

閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
督
促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
に
つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
で
、
納
付
期
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
完
納
又
は
財
産
差
押
え
の
日
の
前
日
ま
で
の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
延
滞
金

を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
督
促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
一
部
に
つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

納
付
の
日
以
降
の
期
間
に
係
る
延
滞
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
そ

の
納
付
の
あ
っ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
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３

延
滞
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
延
滞
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り

捨
て
る
。

５

延
滞
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
徴
収
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
該
当
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
猶
予
し
た
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。

一

督
促
状
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
完
納
し
た
と
き
。

二

延
滞
金
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
い
て
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
猶
予
し
た
と
き
。

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。

（
納
付
の
猶
予
）

第
七
十
一
条
の
十
一

内
閣
総
理
大
臣
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
健
康
保
険
者
等
が
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
健
康
保
険
者
等
の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
納
付
す
べ
き
期
限
か
ら
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
一

部
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
猶
予
に
係
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
の
額
、
猶
予
期
間
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
健
康
保
険
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
猶
予
期
間
内
は
、
そ
の
猶
予
に
係
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
き
新
た
に
第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
健
康
保
険
者
等
の
報
告
）

第
七
十
一
条
の
十
二

健
康
保
険
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
毎
年
度
、
加
入
者
等
の
数
そ
の
他
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿

書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く

は
健
康
保
険
者
等
の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、関
係
人
の
請
求
が
あ
っ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
区
分
経
理
）

第
七
十
一
条
の
十
七

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
業
務
に
係
る

経
理
と
区
分
し
て
、
特
別
の
会
計
を
設
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
等
の
認
可
）

第
七
十
一
条
の
十
八

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
を
作
成
し
、
当

該
事
業
年
度
の
開
始
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
財
務
諸
表
等
）

第
七
十
一
条
の
十
九

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
に
当
該
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
予
算
の
区
分
に
従
い
作
成
し
た
決
算
報
告
書
並
び

に
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
に
関
す
る
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、財
務
諸
表
又
は
そ
の
要
旨
を
官
報
に
公
告
し
、

か
つ
、
財
務
諸
表
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
前
項
の
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
事
の
意
見
書
を
、
主
た

る
事
務
所
に
備
え
て
置
き
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益

を
生
じ
た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
埋
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額

は
、
積
立
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、損
益
計
算
に
お
い
て
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
減
額
し
て
整
理
し
、
な
お
不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
繰
越
欠
損
金
と

し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
金
額
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
支
援
納
付
金
関
係
業

務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
款

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
る
徴
収
事
務
の
実
施
等

（
支
払
基
金
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
）

第
七
十
一
条
の
十
四

内
閣
総
理
大
臣
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九

号
）
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又

は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収

二

第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促

三

第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
徴
収

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該

事
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
と
き
又
は
支
払
基
金
に
行
わ
せ
て
い
た
当
該
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
せ
な
い

こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
払
基
金
の
業
務
）

第
七
十
一
条
の
十
五

支
払
基
金
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
支
援
納
付
金
関
係
業
務
」
と
い
う
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
（
以
下
「
徴
収
事
務
」
と
い
う
。）を
行
う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

支
払
基
金
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
一
部
を
健
康
保
険
者
等
が
加
入

し
て
い
る
団
体
で
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
方
法
書
）

第
七
十
一
条
の
十
六

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
当
該
業
務
の
開
始
前
に
、
業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大

臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
余
裕
金
の
運
用
）

第
七
十
一
条
の
二
十
一

支
払
基
金
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
ほ
か
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
業
務
上

の
余
裕
金
を
運
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

国
債
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
有
価
証
券
の
保
有

二

銀
行
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
の
預
金

三

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四

十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。）へ
の
金
銭
信
託
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（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
二
十
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
払
基
金
又
は
第
七
十
一
条
の

十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。）に
対
し
、
報
告

若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問

さ
せ
、
若
し
く
は
支
払
基
金
若
し
く
は
受
託
者
の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く

は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
七
十
一
条
の
十
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ

の
職
員
に
、
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
立
入
検
査
を
さ
せ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
、
速
や
か
に
そ
の
結
果
を

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
の
理
事
長
、
理
事
又
は
監
事
に
つ
き
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
監
督
）

第
七
十
一
条
の
二
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、

支
払
基
金
に
対
し
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
に
対
し
前
項
の
命
令
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
適
用
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
二
十
四

支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
す
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
九
条
第
四
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
す
る
。

２

支
援
納
付
金
関
係
業
務
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な
す
。

（
協
議
）

第
七
十
一
条
の
二
十
五

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
十
六
第
一
項
又
は
第
七
十
一
条
の
十
八
の
認
可
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
。

二

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の
団
体
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

第
七
十
一
条
の
十
六
第
二
項
又
は
第
七
十
一
条
の
十
九
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う

と
す
る
と
き
。

四

第
七
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
二
十
一
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
財
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
款

雑
則

（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十
九

支
援
納
付
金
対
象
費
用
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
並
び
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
歳
入
歳
出
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
へ
の
意
見
聴
取
）

第
七
十
一
条
の
三
十

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
各
号
、第
二
項
、

第
四
項
各
号
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
そ
の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家

庭
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
定
員
の
設
定
に
関
し
、
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
、「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
、「
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
、「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
支
払
基
金
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並

び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
六
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
等

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
七
十
一
条
の
二
十
六

政
府
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
財
政
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
負
担
に

お
い
て
、
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
は
、
各
年
度
の
翌

年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
一
日
以
後
発
行

さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
収
入
は
、
当
該
各
年
度
所
属
の
歳
入
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
償
還
期
限
）

第
七
十
一
条
の
二
十
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四

十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ

き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
含
む
。）を
い
う
。
第
七
十
一
条
の
二
十
九
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
は
、
令
和
三
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
償
還
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）

第
七
十
一
条
の
二
十
八

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
を
発
行
す
る
場
合
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

別
会
計
に
つ
い
て
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
融
通
証
券
」

と
あ
る
の
は
、「
公
債
及
び
融
通
証
券
」
と
す
る
。

第
九
章
中
第
七
十
八
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
二

第
七
十
一
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若

し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
七
十
八
条
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加

え
、「
若
し
く
は
第
五
十
八
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
の
八
第
一
項
」
に

改
め
る
。

第
八
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
払
基
金
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

こ
の
法
律
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認

可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二

第
七
十
一
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

第
八
十
一
条
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
。
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第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
（
」
を
「
第
十
条
の
五
若
し
く
は
第
十
三
条
（
」
に
改
め
、「
第
三
十

条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
、「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
第
十
三
条
第

一
項
の
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を

加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を「
、
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
八
第
二
項
」

に
改
め
、「
支
給
認
定
証
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

削
除

附
則
第
九
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
二
中
「
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
第
六
章
第
三
節
の
規
定
を
適

用
す
る
場
合
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
は
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
費
用
と
す
る
。

一

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び

第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

二

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第

三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

三

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
二
十
七
条

延
滞
税
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
延
滞
税
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
に
満
た
な
い
年
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
延
滞
金
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
延
滞
税
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
二
十
六
、
第
七
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十

九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の

二
十
九
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」
と
あ
る
の
は
、「
年
金
特
別
会
計
」
と
す
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
五
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
掲
げ
る
事
業
」
と
あ

る
の
は
、「
掲
げ
る
事
業
及
び
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
す

る
。

（
令
和
七
年
度
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
七
十
一
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
第
七
十
一
条
の
二
十

六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
一
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と

す
る
。

（
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
方
法
に
係
る
経
過
措

置
）

第
三
十
二
条

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
第
七
十
一
条

の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
せ
ず
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
方
法
に
係
る

特
例
）

第
三
十
三
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
四
か
ら
第
七
十
一
条
の
六

ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
の
予
定
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
予
定

額
か
ら
当
該
年
度
の
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
予
定

額
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
、
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
額
か
ら
当
該
年

度
の
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
額
を
控
除
し
て
得
た

額
」
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）、」に
、「
の
納
付
」

を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
一
条
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、」に
、「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
四
条
第
二
項
中
「
並
び
に
介
護
納
付
金
」
を「
、
介
護
納
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

に
改
め
る
。

第
百
五
十
五
条
第
一
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
、「
を
い
う
。）」
の
下
に

「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
一
般
保
険
料

額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
九
条
の
二
中「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）」を
削
る
。

第
百
六
十
条
第
三
項
第
三
号
中
「
次
条
」
を
「
第
百
六
十
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
条
の
二
を
第
百
六
十
条
の
三
と
し
、
第
百
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
六
十
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
保
険
者
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
保
険
者
が
管
掌
す
る
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額

の
見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
保
険
者
が
定
め
る
。

２

協
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
を
定
め
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
二
条
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
平
均
保
険
料
率
」
を
「
平
均
保
険
料
等
率
」
に
改
め
、「
得
た
率
」
の
下
に

「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
平
均
保
険
料
率
」
を
「
平
均
保

険
料
等
率
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
六
条
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医

療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
若

し
く
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
三
中「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）」を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
四
及
び
第
八
条
の
五
を
削
る
。
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（
船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）、」に
、「
の
納
付
」

を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第
一
項
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、」に
、「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
、「
一
般
保
険
料
率
」
の
下

に
「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
中「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）」を
削
る
。

第
百
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
二
十
二
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
協
会
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
の
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
総
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額
の
合
算

額
の
見
込
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
協
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
百
二
十
一
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
項
各
号
中
「
疾
病
保
険
料
率
」
の
下
に「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」

を
加
え
る
。

附
則
第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
三
中「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）」を
削
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
三
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
で
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
妊
婦
及
び
そ
の
配

偶
者
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
妊
婦
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て
、
面
談
そ
の
他

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
婦
等
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の

他
の
状
況
の
把
握
を
行
う
ほ
か
、
母
子
保
健
及
び
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う

事
業
を
い
う
。

こ
の
法
律
で
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
育
所
そ
の
他
の
内
閣

府
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
乳
児
又
は
幼
児
で
あ
つ
て
満
三
歳
未
満
の
も
の
（
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
も

の
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）に
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、
当
該
乳

児
又
は
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
及
び
養
育
環
境
を
把
握
す
る
た
め
の
当
該
保
護
者
と
の
面
談
並
び

に
当
該
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
二
十
一
条
の
九
中
「
及
び
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
「
、
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括
相

談
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
中
「
及
び
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括

相
談
支
援
事
業
」
に
改
め
、「
と
も
に
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
の
下
に
「
若
し
く
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
を
加
え
、「（
特
定
妊
婦
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
の
下
に
「
又
は

妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育

支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
の
三
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支

援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二

項
」
に
、「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
要
保
護
児
童
又
は
要
支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議

会
及
び
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
が
協
働
し
て
効
果
的
に
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
十
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
、
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
」
を
加
え
、「
係
る
部
分
を
除
く
」
を
「
係
る
も
の
を
除
く
」
に
、「
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る
。）が
」
を
「
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
（
同
法
第
三
十
条
の
二
十

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
利
用
定
員

の
総
数
が
」
に
、「
同
法
第
十
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
」
を

「
同
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。）若
し
く
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
に
係
る

必
要
利
用
定
員
総
数
に
」
に
改
め
、「
又
は
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
十
六
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
十
七
第
一
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
、「
、
そ
の
事
業
」
を

「
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
に
、「
勧
告
し
、
又
は
そ
の
事
業
」
を
「
勧
告
し
、
当
該
家

庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
に
改
め
、「
か
つ
、」の
下
に
「
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
、
前
条
第
一
項
の

基
準
に
適
合
せ
ず
、
か
つ
、」を
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
」
に
、「
そ
の
事
業
を
」
を
「
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
」

に
、「
事
業
の
」
を
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
児
童
福
祉
施
設
」
の
下
に
「
の
設
置
者
」
を
加
え
、「
な
す
」
を
「
す
る
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、「
な
す
」を「
す

る
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
と
い
う
。）並
び
に
」
を
「
と
い
う
。）、」に
改
め
、「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

出
金
等
」
の
下
に
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納

付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。）に
充
て
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

第
七
百
三
条
の
四
第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
中
「
及
び
介
護
納
付
金
」を「
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
一
号
中
「
及
び
第
十
八
項
」
を「
、
第
十
八
項
及
び
第
三
十
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
及
び
第
二
十
二
項
」
を
「
、
第
二
十
二
項
及
び
第
三
十
項
」に
、「
と
す
る
」を「
と
、

第
三
十
項
中
「
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除

く
。）」
と
、「
被
保
険
者
（
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。」と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
の
次
に
次
の
十
項
を
加
え
る
。

28

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
（
次
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
こ
の
条

の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
所
得
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯

別
平
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
十





第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
中
「
被
保
険
者
均
等
割
額
」
の
下
に
「
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
」
を
「
、
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
内
に
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
前
条
第
三
十
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も

の
と
す
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
表
第
二
項
第
一
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
項
第
一
号

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に

附
則
第
三
十
八
条
の
表
第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第

二
号
ロ

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

項
に
お
い
て
「
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
」
と
い
う
。）は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額

か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控

除
し
た
額
に
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納

付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
額

ロ

次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
第
三
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額

を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額

二

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
額

ロ

そ
の
他
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に

要
す
る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。）の
た
め
の
収
入
（
国
民
健

康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
を
除
く
。）の
額

三

当
該
年
度
に
お
け
る
第
七
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
減
免
の
額
の

総
額

29

標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

所
得
割
総
額
、
資
産
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別

平
等
割
総
額
の
合
計
額

二

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
総
額
の

合
計
額

三

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
の
合
計
額

30

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
前
項

各
号
に
掲
げ
る
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額

の
合
算
額
に
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
の
翌
日
以
後
で
あ
る
被

保
険
者
（
第
三
十
五
項
に
お
い
て
「
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被
保
険

者
均
等
割
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

31

前
項
の
所
得
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
所
得
割
総
額
を
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
按
分
し
て
算
定

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
前
項
、
こ

の
項
本
文
、
次
項
本
文
、
第
三
十
三
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
前
項
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
を
算
定
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
第

三
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
（
次
項
た
だ
し

書
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
限
度
額
」
と
い
う
。）を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
補
正
す
る
も
の
と

す
る
。

32

第
三
十
項
の
資
産
割
額
は
、第
二
十
九
項
第
一
号
の
資
産
割
総
額
を
固
定
資
産
税
額
等
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
被
保
険
者
の
資
産
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
第
三
十
項
、
前
項

本
文
、
こ
の
項
本
文
、
次
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
課
税
額
を
算
定
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
限
度
額
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
額
等
を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

33

第
三
十
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
被
保
険
者
均
等
割
総
額
を
被
保
険
者
の
数
に
按
分

し
て
算
定
す
る
。

34

第
二
十
九
項
各
号
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
は
、
次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
前
項
の

規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の

総
額
と
す
る
。

35

第
三
十
項
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額

を
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
の
数
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。

36

第
三
十
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。

一

特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯

第
二
十
九
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
世
帯
別
平
等
割
総
額
を

被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
数
か
ら
特
定
世
帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継
続
世
帯
の
数
に

四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
に
按
分
し
て
算
定
し
た
額

二

特
定
世
帯

前
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

三

特
定
継
続
世
帯

第
一
号
に
定
め
る
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額

37

第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
納
税
義
務
者
間
の
負
担
の
衡
平
を
考
慮
し
て
政
令
で

定
め
る
金
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
六
十
六
条

第
一
項
の
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
九
条
第
二
項
の
項
中
「
育

児
休
業
手
当
金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
、
同
表
附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
項
中
「
第
六
十

八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
、「
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、介
護
休
業
手
当
金
、

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
休
業
給
付
」
を
「
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

と
い
う
。）、
厚
生
年
金
保
険
法
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
二
項
中
「
介
護
納
付
金
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項

中
「
第
六
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
三
、
第
六
十
八
条
の
五
」
を
加
え
る
。
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第
五
十
条
第
一
項
中
第
十
号
の
三
を
第
十
号
の
四
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

第
五
十
条
第
一
項
第
十
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金

第
五
十
条
第
二
項
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児

時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
二
節
第
三
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
款

休
業
等
給
付

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
育
児
休
業
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
育
児
休
業
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、

同
条
第
四
項
中
「
の
育
児
休
業
」
を
「
の
育
児
休
業
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
八
条

の
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る

勤
務
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。）を
し
た
場
合
に

は
、
支
給
対
象
月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支
給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一

条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
い
う
。第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。）以
上
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該

育
児
時
短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続

い
て
組
合
員
で
あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業

を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。）を
い
う
。

４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給

対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当

該
報
酬
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九

十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九

十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該

報
酬
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す

る
よ
う
に
財
務
省
令
で
定
め
る
率

第
六
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た

日
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。

一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶
者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該

配
偶
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶

者
育
児
休
業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
項
中「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な

い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め

る
休
業
（
第
五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
」
と
い
う
。）を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、当
該
組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合

と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該
育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該
育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当

該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業

等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
雇
用
保
険
給
付

相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変

更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に

相
当
す
る
額
を
二
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。）を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
」と
あ
る
の
は
、「
第
四
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」

と
す
る
。

５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か

ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定

め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相

当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。）を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
第
一
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て

「
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」
と
い
う
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険

給
付
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手

当
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超

え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給

付
金
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

支
給
し
な
い
。
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二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し

て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し

て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
六
十
九
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
手
当
金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
中
「
並
び
に
基
礎
年
金
拠
出
金
」
を
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
基
礎
年
金

拠
出
金
」
に
、「
、
第
三
号
」
を
「
、
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
次
項
第
三
号
」
を
「
次
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、

同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用

の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
三
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

第
九
十
九
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
の
負
担
金
百
分
の
五
十

第
九
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
第
二
号
」
を
「
次
項
第
三
号
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支

給
さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額

第
百
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す

べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準

報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。）の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政

令
で
定
め
る
率
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五

号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第

四
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
」
を
「
第
九
十
九
条

第
二
項
第
四
号
に
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
の
三
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
第
二
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
中
「
短
期
給
付
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
一
条
の
二
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
第
六
項
中
「
短
期
給
付
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
、
同
条
第
七

項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
、「
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介

護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
の

表
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
六
第
一
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）、」に
、「
の
納
付
」
を
「
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
を

「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、」に
、「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
四
号
及
び
第

五
号
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
、「
並
び
に
健
康
保
険
法
」
を
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
健
康
保
険

法
」
に
改
め
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
八
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
又
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え

る
。第

八
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
第
八
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
二
中
「
日
。」の
下
に
「
次
条
第
一
項
、」を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
三

前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
被
保
険
者
が
同
条
の
出
産
に
係
る
子
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
被
保
険
者
は
、
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
出
産

予
定
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
月
を
経
過
し
た
日
（
当
該
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当

該
被
保
険
者
が
当
該
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と

き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
子
以
外
の
子
に
係
る
同
条
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
を
除
く
。）に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

被
保
険
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
を
除
く
。）は
、
そ
の
子
（
民
法（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
被
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特

別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係

属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）で
あ
つ
て
当
該
被
保
険
者
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四

第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
被
保
険
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い

る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
百
六
条
第
一
項
及
び
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
養
育
す
る
こ
と
と

な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該

子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
）
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当

該
子
以
外
の
子
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
を
除
く
。）に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り

政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
よ
り
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
及
び
」
を
「
第
八
十
八
条
の
二
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
」に
改
め
る
。

第
百
三
条
中「（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）」を
削
る
。

第
百
六
条
第
一
項
中
「
出
産
予
定
日
に
関
す
る
書
類
」
の
下
に
「
、
子
の
養
育
の
状
況
に
関
す
る
書
類
」
を
加
え

る
。
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第
百
八
条
第
二
項
中
「
出
産
予
定
日
」
の
下
に
「
若
し
く
は
子
の
養
育
の
状
況
」
を
加
え
る
。

附
則
第
九
条
の
二
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
険
料
の
免
除
に
要
す
る
費
用
の
財
源
の
特
例
）

第
九
条
の
二
の
六

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び

同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
額
対

象
監
護
等
児
童
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
護
等
児
童
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
加
算
額
」
と
い
う
。）」
を
「
一
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
加
算
額
」
を
「
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
額
に
加
算
す
る
額
」
に
、「
同
項
」
を

「
前
項
」
に
、「
平
成
二
十
七
年
」
を
「
令
和
五
年
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
休
業
給
付
」
を
「
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中
「
）
及
び
」
を
「
）、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

と
い
う
。）及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
七
十
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
七
十
条
の
三
、第
七
十
条
の
五
」

を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
第
十
号
の
三
を
第
十
号
の
四
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

第
五
十
三
条
第
一
項
第
十
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育

児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
二
節
第
三
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
款

休
業
等
給
付

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
第
七
十
条
の
三
」
を
「
第
七
十
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
育

児
休
業
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
育
児
休
業
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条

第
四
項
中
「
の
育
児
休
業
」
を
「
の
育
児
休
業
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
三
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
七
十
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
条
の
四
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
七
十
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤

務
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」と
い
う
。）を
し
た
場
合
に
は
、

支
給
対
象
月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支
給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一

条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
い
う
。第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。）以
上
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該

育
児
時
短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続

い
て
組
合
員
で
あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業

を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。）を
い
う
。

４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給

対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当

該
報
酬
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九

十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九

十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該

報
酬
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す

る
よ
う
に
総
務
省
令
で
定
め
る
率

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定

め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相

当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。）を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
第
一
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て

「
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
」
と
い
う
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
報
酬

月
額
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手

当
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超

え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給

付
金
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

支
給
し
な
い
。

第
七
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
七
十
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日

一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。

一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶
者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該

配
偶
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶

者
育
児
休
業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
項
中「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な

い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め

る
休
業
（
第
五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
等
」
と
い
う
。）を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、当
該
組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合

と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等





第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
支
給
要
件
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次

の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
以
外
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、同
項
第
四
号
中「
十

五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
自
立
生

活
援
助
を
行
う
者
、」に
改
め
、「（
以
下
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
中
学
校
修

了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
が
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
が
」
に
改
め
、「
し
て
い
る
」の
下
に「
母
子
生
活
支
援
施
設
、」

を
加
え
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該
育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該
育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当

該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業

等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
給
付
上
限
相
当

額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当

す
る
額
を
二
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。）を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
、「
第
四
項
に
規
定
す
る
給
付
上
限
相
当
額
」と
す
る
。

５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日

か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し

て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し

て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

（
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
九
条
」
を
「

第
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
第
四
号
中「（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又

は
母
が
そ
の
子
で
あ
る
児
童
と
同
一
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
父
又
は
母
及
び
そ
の
子
で
あ
る

児
童
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中「（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又
は
母
が
そ
の
子
で
あ
る
児
童
と
同
一
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
父
又
は
母
及
び
そ
の
子
で
あ
る
児
童
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号

中
「
児
童
福
祉
法
」
を
「
児
童
福
祉
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
生

活
支
援
施
設
（
以
下
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
と
い
う
。）に
入
所
し
、
同
法
」
に
、「
除
く
」
を
「
除
き
、
当
該
母
子

生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
児
童
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
も
の
に
限
る
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）」を
削
り
、
同
号
を
同

項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
」
と
い
う
。）を
行

う
者
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
（
二
月
以
内
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
以
内
の
も
の
を
除

く
。
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
児
童

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
手
当
金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
）、
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
）、
介
護
納
付
金
、」に
、「
）
の
納
付
」
を
「
）
並
び
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
、「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確

保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
、「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の

二
」
に
、「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
十
四
条
第
五
項
」
を「
第
百
十
四
条
第
六
項
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
次
号
及
び
第
二
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

二
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の

費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
二
号
の
二
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に

定
め
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
九
十
九
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
次
号
及
び
第
二
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。二

の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担

金
百
分
の
五
十

第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
要
す
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給

さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額

第
百
十
四
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す

べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準

報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。）の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政

令
で
定
め
る
率
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条
第
二
項
の
表
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
項
中
「
第
七
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金

等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保

拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を

「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び

第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
及
び
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二

ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
二
中
「
第
七
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
条
第
五
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
七
十
条
の
三
」
を「
第
七
十
条
の
五
」に
、「
介

護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
第
百
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。





第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

削
除

第
六
条
第
一
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

個
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

次
の
表
の
第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
及
び
支
給
対
象
児
童
の
人
数

の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
額
の
欄
に
掲
げ
る
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
及
び
支
給
対
象
児
童
の
人
数

支
給
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定

対
象
者
が
な
い
場
合

三
歳
以
上
支

給
対
象
児
童

が
な
い
場
合

三
歳
未
満
支
給
対
象

児
童
が
一
人
の
場
合

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

三
歳
未
満
支
給
対
象

児
童
が
二
人
以
上
の

場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
二
を

乗
じ
た
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
二

を
減
じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支

給
対
象
児
童

が
一
人
の
場

合

三
歳
未
満
支
給
対
象

児
童
が
な
い
場
合

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

三
歳
未
満
支
給
対
象

児
童
が
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

二

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一

を
減
じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
二
人
以

上
の
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
二
を

乗
じ
た
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

以
上
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
二

を
減
じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ

た
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定

対
象
者
が
一
人
の
場
合

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
な
い
場

合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一

を
減
じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
あ
る
場

合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

以
上
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一

を
減
じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳

未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ

た
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
が
二
人
以
上
の
場
合

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
支
給
対
象

児
童
の
数
を
乗
じ
た
額

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

二

法
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額

と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

三

施
設
等
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た

額
と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

第
六
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

個
人
受
給
資
格
者

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
受
給
資
格
者
（
第
六
号
に
お
い
て「
一
般
受
給
資
格
者
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
法
人
受
給
資
格
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
（
児
童
及
び
延
長
者
等
（
児
童
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
こ
れ
に
類
す
る
者

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た

者
に
限
る
。）を
除
く
。）の
う
ち
、
個
人
受
給
資
格
者
に
よ
つ
て
監
護
に
相
当
す
る
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必

要
な
保
護
並
び
に
そ
の
生
計
費
の
相
当
部
分
の
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
で

あ
つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
又
は
留
学
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。

三

支
給
対
象
児
童

次
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
支
給
要
件
児
童
を
い
う
。

四

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童

三
歳
以
上
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ

て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
）
を
い
う
。

五

三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童

三
歳
未
満
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ

て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
）
を
い
う
。

六

法
人
受
給
資
格
者

一
般
受
給
資
格
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）の
う
ち
、
未
成

年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

七

施
設
等
受
給
資
格
者

次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
等
受
給
資
格
者
を
い
う
。

八

三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
以
上
の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に

生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
）
を
い
う
。

九

三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
未
満
の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に

生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
）
を
い
う
。

３

第
一
項
の
「
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
」
は
一
万
五
千
円
と
し
、「
三
歳
以
上
児
童
算
定
額
」
は
一
万
円
と
し
、「
第

三
子
以
降
算
定
額
」
は
三
万
円
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小

規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
に
、「
当
該
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
又
は
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
施
設
等
受
給
資
格
者
が
」
の
下
に
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
」
を
加
え
、「
当
該
小
規
模
住
居

型
児
童
養
育
事
業
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
四
項
中
「
、
六
月
及
び
十
月
の
三
期
」
を
「
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
及
び
十
二
月
の
六
期
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
を
「
児
童
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
施

設
入
所
等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児

童
自
立
生
活
援
助
を
行
つ
て
い
た
施
設
等
受
給
資
格
者
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

被
用
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
保
険
料
を
負
担
し
、
又
は
納
付

す
る
義
務
を
負
う
被
保
険
者
で
あ
つ
て
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
す
る
三
歳
未
満
児
童
手
当

（
児
童
手
当
の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に

規
定
す
る
三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童
の
人
数
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
よ
り
算

定
し
た
額
に
係
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。
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２

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
（
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
公
務
員
を
除
く
。）で
な
い
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）に
対
す
る
三
歳
未
満
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る

額
に
つ
き
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の
一
に

相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担
す
る
。

３

被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
三
歳
以
上
児
童
手
当
（
児
童
手
当
の
う
ち
、
三
歳
未
満
児
童
手
当

を
除
い
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す

る
額
に
つ
き
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
九
分
の
一
に
相

当
す
る
額
に
つ
き
市
町
村
が
負
担
す
る
。

第
十
八
条
第
四
項
各
号
中
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
中
「
五
月
」
を
「
七
月
」
に
、「
の
六
月
」
を
「
の
八
月
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ

せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金

の
う
ち
、
そ
の
五
分
の
二
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金

を
、
そ
の
五
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
同
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）を
原
資
と
す
る
。

２

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充

当
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る

交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の
四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
五
分
の
三
に
相
当

す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

３

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係

る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交

付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
九
分
の
四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に

相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

第
三
章
中
第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条
の
二

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
十
五
分
の
一
に
相

当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
九
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
及
び「（
次
項

に
お
い
て
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
を
「
児

童
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
お
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
等
受

給
資
格
者
か
ら
児
童
自
立
生
活
援
助
を
受
け
」
を
加
え
、「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等

児
童
」
に
改
め
る
。

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「
第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
六

第
六
十
一
条
の
九
）」を 「
第
三
章
の
二

育
児
休

第
一
節

通
則
（
第

第
二
節

育
児
休
業

第
三
節

出
生
後
休

第
四
節

育
児
時
短

業
等
給
付

六
十
一
条
の
六
）

給
付
（
第
六
十
一
条
の
七

第
六
十
一
条
の
九
）

業
支
援
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
・
第
六
十
一
条
の
十
一
）

就
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
二
・
第
六
十
一
条
の
十
三
）」 に
、「
第
六
十
八
条
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
改
め

る
。第

一
条
中
「
及
び
労
働
者
が
」
を
「
並
び
に
労
働
者
が
」
に
改
め
、「
休
業
」
の
下
に
「
及
び
所
定
労
働
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
及
び
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一

条
の
十
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
」
を
「
、
出
生
時

育
児
休
業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く

は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
」
を
削
り
、「「
第
二
号
ロ
」
を
「
、「
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
特
例
）

第
二
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
収
入
金
」
と
、同
条
第
二
項
中「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
九
分
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
三
千
五
百
万
分
の
八
千
二
百
七
十
八
万
六
千
三
百
九
」
と
、「
三
分
の

一
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
三
千
五
百
万
分
の
二
千
二
百
二
十
一
万
三
千
六
百
九
十
一
」
と
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

２

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い

う
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
九
分
の
七
以
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
残

余
の
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

３

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
い

う
。）」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。）及
び
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条

第
二
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の

三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
四
分
の
三
以
内
で
政
令
で
定

め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
残
余
の
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

附
則
第
三
条
を
削
る
。

第
三
章
の
二
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二

育
児
休
業
等
給
付

第
三
章
の
二
中
第
六
十
一
条
の
六
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

通
則
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第
六
十
一
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
六

育
児
休
業
等
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
と

す
る
。

２

育
児
休
業
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

育
児
休
業
給
付
金

二

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金

３

出
生
後
休
業
支
援
給
付
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
と
す
る
。

４

育
児
時
短
就
業
給
付
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
と
す
る
。

５

第
十
条
の
三
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
育
児
休
業
等
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
一
条
の
六
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

育
児
休
業
給
付

第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
を
「
こ
の
章
」
に
、「
で
あ
つ
て
、」を
「
で
あ
つ
て
」
に
、「
第

二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
そ
の
他
こ
れ
ら
」

を
「
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
」
に
、「
定
め
る
者
に
、」を
「
定
め
る
被
保
険
者
に
」
に
、「（
以
下
こ
の
章
」
を「（
以
下
こ

の
節
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の

節
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く

は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
」
を
削
り
、「「
第
二
号
ハ
」
を
「
、「
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
含
む
」
の

下
に
「
。
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
ま
で
と
す
る
」
の
下
に
「
。
第
六
十
一
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
」
を
、「
こ
の
条
」

の
下
に
「
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」を「
こ

の
節
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し

く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
」
を
削
り
、「「
第
二
号
ハ
」
を
「
、「
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二
に
次
の
二
節
を
加
え
る
。

第
三
節

出
生
後
休
業
支
援
給
付

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
対

象
期
間
内
に
そ
の
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
出
生
後
休
業
」
と
い
う
。）を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
、
支
給
す
る
。

一

当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生

後
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
出
生
後
休
業

を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以

上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年

間
））に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
。

二

対
象
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
出
生
後
休
業
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶

者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業

の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）。

２

被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か

ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

３

被
保
険
者
が
出
生
後
休
業
に
つ
い
て
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
出
生
後
休
業
を
し
た

と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
複
数
回
の
出
生
後
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場

合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
五
回
以
上
の
出
生
後
休
業
（
当
該
出
生
後
休
業
を
五
回
以
上
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。）を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
し
た
出
生
後
休
業
ご
と
に
、
当
該
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら

当
該
出
生
後
休
業
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
出
生
後

休
業

４

第
一
項
第
一
号
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た

日
と
み
な
し
て
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期

間
と
す
る
。

５

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な

し
被
保
険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
開
始
し

た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業

を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。）」
と
、「
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
、
同
項
中
「
出
生
後
休
業

を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
す
る
。

６

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
額
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を

受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
出
生
後
休
業
（
同
一
の
子
に

つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後
休
業
と
す
る
。）を
開
始
し
た
日
の

前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
に
当
該
被
保
険
者
が
対
象
期
間
内
に
出
生
後
休
業
を
し
た
日
数
（
そ
の
日
数
が
二
十

八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八
日
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、「
第
二
号
ハ

に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

７

第
一
項
及
び
前
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と

す
る
。

一

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
と
き

次
の

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の

翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
十

六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
産
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十

六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
一

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児
休
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
出
生
後
休
業
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

出
生
後
休
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
」
と
、「
新
た
に
育
児
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
出

生
後
休
業
」
と
、「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
」
と
、「
育
児
休
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
出
生
後
休
業
に
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

育
児
時
短
就
業
給
付

（
育
児
時
短
就
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十
二

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
育
児
時
短
就
業
」
と
い
う
。）を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以

上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。）を
開
始
し
た
日
前
二
年
間（
当

該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時

短
就
業
と
す
る
。）を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き

続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃

金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き

は
、
四
年
間
））に
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
被
保
険
者
が

育
児
時
短
就
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
育
児
休
業

給
付
金
に
係
る
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。以
下
こ
の
項
、第
三
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休

業
給
付
金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と
き
に
、
支
給
対
象
月
に
つ
い
て

支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
労
働
者
を
そ
の
賃
金
の
額
の
高
低
に
従
い
区
分
し
、
そ
の
区
分
さ
れ
た
階
層
の
う
ち
最
も
高
い
賃
金
の

額
に
係
る
階
層
に
属
す
る
労
働
者
の
賃
金
の
額
の
中
央
値
の
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
（
第

六
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
支
給
限
度
額
」
と
い
う
。）以
上
で
あ
る
と
き
は
、当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

第
一
項
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と

み
な
し
て
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期
間
と

す
る
。

４

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な

し
被
保
険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
一
項
中
「
、
当
該
育
児
時
短
就
業（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。）を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
、
特
例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基

準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日

に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「（
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て

二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。）を
開
始
し
た
日
」
と

あ
る
の
は「（
特
例
基
準
日
」
と
、
前
項
中
「
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と

す
る
。

５

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
被
保
険
者
が
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当

該
育
児
時
短
就
業
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き

続
い
て
、
被
保
険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
付
金
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
若

し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。）を
い
う
。

６

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給

対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当

該
賃
金
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
賃
金
の
額
を
減
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
（
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
育
児
時

短
就
業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場

合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
当
該
被
保
険
者
が
、
当
該
育
児
時
短
就
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
育
児

休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
に
規
定
す
る
休
業
開
始
時
賃

金
日
額
と
し
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休
業
給
付

金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
八
第
四
項
に
規

定
す
る
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
と
す
る
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
三
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す

る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て

得
た
額
に
対
す
る
当
該
賃
金
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら

一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率

７

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す

る
。

８

第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
就
業
給

付
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該
支

給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
限
度
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、

又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
度
の

八
月
一
日
以
後
の
支
給
限
度
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の
就
業
に
つ
き
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本

給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
高
年
齢
雇
用

継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
育
児
時
短
就
業
給
付
金
を
支
給
せ
ず
、

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を

支
給
し
な
い
。

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
三

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児
休
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
育
児
時
短
就
業
（
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一

項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
就
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
」
と
、「
新
た
に
育
児
休
業
」
と
あ
る

の
は
「
新
た
に
育
児
時
短
就
業
」
と
、「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
」
と
、「
育
児
休
業
に
」と
あ
る
の
は「
育

児
時
短
就
業
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
第
五
項
中
「
雇
用
保
険
事
業
」
の
下
に「（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
係
る

事
業
を
除
く
。
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
五
章
中
第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付
に
関

す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
、「
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第

六
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。
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第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一

条
の
十
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
六
十
一

条
の
十
二
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
の
場
合
又
は
同
条

第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
第
三
項
第
二
号
の
場
合
又
は
第
六
十
一
条
の
七
第
四
項
」
に
改
め
、「
同

条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
一
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
第
一
号
若

し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
二
第
二
項
」
を
加
え
、「
第
六
十
一
条
の

六
第
二
項
」
を
「
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
第
四
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
財
源
の
特
例
）

第
十
六
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
七
十
一
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
第
七
十
一
条
の
二
十

六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

２

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
同
法
第
七
十
一
条
の
二

十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
十
五
条
第
二
項
中
「
と
す
る
」
を
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。）の
額
の
見
込

額
の
百
二
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
一
項
中
「
出
産
育
児
支
援
金
並
び
に
」
を
「
出
産
育
児
支
援
金
、」に
、「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流

行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
三
条
第
二
項
中
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
納
付
金
並
び
に
」
を
「
納
付
金
、」に
改
め
、「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」

の
下
に
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
収
入
金

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ハ
中
「
第
六
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ヌ

と
し
、
ニ
か
ら
ト
ま
で
を
ヘ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六

条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ

き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）の
償
還
金

及
び
利
子

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び

償
還
に
関
す
る
諸
費

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」に
改
め
、

「
支
給
に
要
す
る
費
用
で
」
の
下
に
「
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
、「
第
六
十
八

条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
、「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ヘ
」
を「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
」

に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
百
十
八
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七

十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

例
公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
十
八
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の

償
還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除

く
。）及
び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る

金
額
を
除
く
。）は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
金
額
（
」
の
下
に
「
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、」を
加
え
、「
、
当
該
年
度
に
お
け

る
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
」
を
削
り
、「
第
百
十
一
条
第

五
項
第
二
号
ヘ
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
中
「
同
項
第
二
号
ヘ
」
を
「
同
項
第
二
号
チ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
三
及
び
第
三
十
一
条
の
四
中
「
同
号
ヘ
」
を
「
同
号
チ
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
九
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条

第
百
三
十
七
条
）

第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

」を
「
第
九
節

子
ど
も
・

第
十
節

食
料
安
定

第
十
一
節
か
ら
第
十

子
育
て
支
援
特
別
会
計
（
第
百
二
十
三
条
の
二

第
百
二
十
三
条
の
十
八
）

供
給
特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条

第
百
三
十
七
条
）

四
節
ま
で

削
除

」に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

十

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

十
一
か
ら
十
四
ま
で

削
除

第
九
十
六
条
中
「
雇
用
保
険
事
業
（
」
の
下
に
「
育
児
休
業
等
給
付
（
同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
休
業
等
給
付
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
二
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
二
項
第
二
号
ト
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
事
業
を
除
く
。」を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
し
、
チ
を
削
り
、
リ
を
ト
と
し
、
ヌ
か
ら

ヲ
ま
で
を
チ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
、
育
児
休
業
給
付
費
」
を
削
り
、
同
号
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を

ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
し
、
同
号
チ
中
「
次
項
第
二
号
ニ
」
を
「
次
項
第
二
号
ホ
」
に
改
め
、
同
号
チ

を
同
号
ト
と
し
、
同
号
リ
を
同
号
チ
と
し
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
九
十
九
条
第
三
項
第
二
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金

第
百
一
条
第
二
項
中
「
及
び
育
児
休
業
給
付
」
を
削
る
。
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第
百
二
条
第
二
項
中
「
部
分
の
額
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条
の
三
に
お
い
て
「
一
般
保
険
料
徴
収

額
」
と
い
う
。）か
ら
当
該
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
費

充
当
徴
収
保
険
率
を
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得
た
率
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条
の
三
に
お
い

て
「
育
児
休
業
給
付
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
、「
特
例
納
付
保
険
料
の
額
」の
下
に「
か

ら
当
該
特
例
納
付
保
険
料
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
、「
定
め
る
額
」の
下
に「
か

ら
当
該
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
条
の
三

一
般
保
険
料
徴
収
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
特
例
納
付
保
険
料
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
徴
収
勘
定
の
附
属
雑
収
入
の
額
の
う

ち
政
令
で
定
め
る
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
徴

収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
条
第
三
項
中
「
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
入
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付

費
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。）並
び
に
」
を
削
り
、「
歳
入
額
（
第
百
四
条
第
三
項
」
を
「
歳
入
額
（
次
条
第
三
項
」
に

改
め
、「
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
出
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
」

と
い
う
。）並
び
に
」
を
削
り
、「
歳
出
額
（
第
百
四
条
第
三
項
」
を
「
歳
出
額
（
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
二
を
削
る
。

第
百
五
条
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
六
十
六
条（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項（
育

児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
除
く
。）、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の

二
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
第
四
項
中
「
、
育
児
休
業
給
付
資
金
」
を
削
る
。

第
百
八
条
中
「
、
健
康
保
険
法
」
を
「
並
び
に
健
康
保
険
法
」
に
改
め
、「
並
び
に
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年

法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に

よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
削
る
。

第
百
九
条
第
一
項
中
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
百
十
条
中
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
削
る
。

第
百
十
一
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
第
一
号
ホ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主

か
ら
の
拠
出
金

第
百
十
一
条
第
六
項
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
百
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
金

ト

附
属
諸
費

第
百
十
一
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
百
十
二
条
中「（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
百
十
三
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
百
十
四
条
第
三
項
中
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
十
四
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠

出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
及
び
第
百
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
及
び
第
百
十
八
条

削
除

第
百
十
八
条
の
二
及
び
第
百
十
八
条
の
三
を
削
る
。

第
百
十
九
条
中
「
、
厚
生
年
金
勘
定
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
「
及
び
厚
生
年
金
勘
定
」に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
二
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

上
げ
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ

た
金
額
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に
係
る

業
務
取
扱
費
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
又
は
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
に

対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

第
百
二
十
一
条
中「（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
百
二
十
三
条
第
一
項
中
「
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
削
り
、「
当
該
各
勘
定
」
を
「
同
勘
定
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
厚
生
年
金
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
「
又
は
厚
生
年
金
勘
定
」
に
改
め

る
。第

二
章
第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
百
三
十
八
条
か
ら
第
百
九
十
二
条
ま
で

削
除

第
二
章
中
第
九
節
を
第
十
節
と
し
、
第
八
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
九
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

（
目
的
）

第
百
二
十
三
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）

に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て

両
立
支
援
事
業
並
び
に
雇
用
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
管
理
）

第
百
二
十
三
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
管
理
す
る
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
管
理
に
関
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
会
計
全
体

の
計
算
整
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
も
の
の
う

ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勘
定
区
分
）

第
百
二
十
三
条
の
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付

勘
定
に
区
分
す
る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

イ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

ロ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

ニ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ホ

積
立
金
か
ら
の
受
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
の
受
入
金

ト

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

リ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。）の
発
行
収
入
金

ヌ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ル

附
属
雑
収
入
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二

歳
出

イ

児
童
手
当
交
付
金
（
児
童
手
当
法
第
十
九
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
十

第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費

ハ

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費
並
び
に
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

交
付
金
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
い
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支

弁
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
（
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）

ホ

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
へ
の
繰
入
金

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六

条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ

き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）の
償
還
金

及
び
利
子

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び

償
還
に
関
す
る
諸
費

リ

一
時
借
入
金
の
利
子

ヌ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

ル

業
務
取
扱
費

ヲ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
へ
の
繰
入
金

ワ

附
属
諸
費

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

イ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ロ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
の
受
入
金

ホ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

ヘ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ト

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

育
児
休
業
給
付
費

ロ

出
生
後
休
業
支
援
給
付
費
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
費

ハ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
へ
の
繰
入
金

ホ

一
時
借
入
金
及
び
融
通
証
券
の
利
子

ヘ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

ト

育
児
休
業
等
給
付
の
業
務
取
扱
費

チ

附
属
諸
費

（
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に

係
る
業
務
取
扱
費
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
及
び
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
の
歳
出
に
係
る
労
働
保
険
料
の
返
還
金
、
業
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費
に
充

て
る
た
め
に
必
要
な
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
育
児
休

業
等
給
付
勘
定
か
ら
徴
収
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を

控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
児
童
手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
交
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め

に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
を
い
う
。
次
号
並
び
に
次
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に

係
る
歳
入
額
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。）を
控

除
し
た
残
り
の
額

二

当
該
年
度
の
歳
出
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
出
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。）を
控
除
し
た
残
り
の
額

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
不
足
を
生
じ
た
場
合
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
積
立
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
積
立
金
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
交
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
六

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
、
前
々
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
前

年
度
及
び
当
該
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法

第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担

す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る

費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条

第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法

第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第

四
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
に
要
す
る
費
用
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
経
費
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務

の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。）で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
八

雇
用
保
険
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
も
っ
て
充

て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給

付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘

定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰

入
金
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の

と
す
る
。

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度

の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
支
援
納
付
金

対
象
費
用
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に
組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用

充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す

る
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
は
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘

定
の
歳
入
歳
出
外
と
し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
二

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
育
児
休
業
給
付
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
及
び
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す

る
。

３

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
育
児
休
業
給
付
資
金
に

組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
入
額
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費

充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。）

二

当
該
年
度
の
歳
出
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
出
額
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充

当
歳
出
額
」
と
い
う
。）

４

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
育
児
休

業
給
付
費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
給

付
勘
定
か
ら
の
労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め

の
額
に
相
当
す
る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。）を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

育
児
休
業
給
付
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
歳

出
外
と
し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額

（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。）が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関

す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る

国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、

翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が

あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一

般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
雇
用
保

険
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。）と
し
て
一
般
会
計
か

ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

二

第
百
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
毎
会
計
年
度
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘

定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場

合
（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
十
七

第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
、
当
該
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
融
通
証
券
等
）

第
百
二
十
三
条
の
十
八

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、
融
通
証
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い

て
、
歳
入
不
足
の
た
め
に
一
時
借
入
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
金
額
を
限
り
、
当
該
各
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借
換
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
借
換
え
を
し
た
一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
時
借
入
金
を
第
十
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
借
入
金
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
は
、
そ
の
借
換
え
を
し
た
と
き
か
ら
一
年
内
に
償
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立
金
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
資
金
又
は
育
児
休
業
給
付
資
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
則
第
十
九
条
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
ル
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
リ
」
に
、「
同
号
ル
」
を

「
同
号
リ
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
百
二
十
三
条
の
十
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
十
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国

債
の
償
還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分

を
除
く
。）及
び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当

す
る
金
額
を
除
く
。）は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
理
）

第
百
二
十
三
条
の
十
五

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ

た
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該

特
別
会
計
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
当
該
特
別
会
計
の
翌
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、「
第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が

あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に
組
み
入
れ
る
」
と
す
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項

（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
、「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号

及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。）、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
」
を「「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
及
び
第
五
項
」
と
、「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行

に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」

を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」に
、「
、

「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。）、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並

び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五

項
」
を「「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
五
項
」
と
、「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条

の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部

分
に
限
る
。）及
び
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条

第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
一
条
中
「
ホ

附
属
雑
収
入
」
を
「
ヘ

附
属
雑
収
入
」
に
、「
ホ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

ト

附
属
雑
収
入

に
関
す
る
法
律

に
関
す
る
法
律
」
を
「
ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

ト

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

チ

附
属
雑
収
入

」
に
、「
同
項
第
二
号
ニ
」
を
「
同
項
第

二
号
ホ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
九
条
中
「
及
び
第
六
項
第
二
号
イ
」
を
「
及
び
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
、「
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び

第
三
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
」
を
「
同
条
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」

に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
六
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
第
百
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一

項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」と
あ
る
の
は「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。

以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法（
以
下「
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号

イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴

収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一

号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」と
あ
る
の
は「
徴

収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改

正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、第
百
二
十
三
条
の
二
中「
児

童
手
当
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。）並
び

に
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前

児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
ル
中

「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中「
業

務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
子
ど
も
・

子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第

五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の

拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」

と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一

項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」と
あ
る
の
は「
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法

改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第

十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十

三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百

二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条

第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
」と
い
う
。）

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第
一
項
第
一
号

の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中「
徴

収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第

百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」と
あ
る
の
は「
拠
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出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年

改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。）及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ

る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。）及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条

の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も

の
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る

費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含

む
。）及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の

執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」と
あ
る
の
は「
徴

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改

正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一

項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、「
及

び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業

費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手

当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附

則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十

条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
四

当
分
の
間
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附

則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
五

当
分
の
間
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
会
計
年
度
、予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
育
充
実
事
業
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
補
助
す

る
も
の
に
相
当
す
る
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
け
る
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
、「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
」
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第

百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、

第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十

一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支

給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前

児
童
手
当
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中「
徴
収
」

と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年

改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条

第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る

の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、

第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改

正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号

イ
中
「
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。）及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る

の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。）及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に

要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支

給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。）及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す

る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第

一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一

項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第

一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中「
児
童
手
当
交
付
金
」

と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と

あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項

中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及

び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
第
十
八
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
の
下
に
「
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を

加
え
る
。

第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
中
ワ
を
カ
と
し
、
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
を
ホ
か
ら
ワ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ニ

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交

付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
の
下
に
「
、
同

法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
」
を
加
え
、「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
に
改
め

る
。第

百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
」
の
下
に
「
、
乳
児
等
の

た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
の
額
」
を
加
え
、「
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
」
を
「
、
乳
児
等
の
た
め

の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
に
改

め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
中
「
同
項
第
二
号
ル
」
を
「
同
項
第
二
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
八
条
の
三
中
「
同
号
ル
」
を
「
同
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ホ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り

入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
事
業
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
補
塡
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ト
か
ら
ワ
ま
で
を
チ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ト

年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
へ
の
繰
入
金

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第

二
号
ワ
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
九
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ

た
国
民
年
金
事
業
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
塡
に
要
す
る
費
用
に
必
要
な
額
に

相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と

す
る
。

第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
五
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
三
項
」
に
改
め

る
。第

百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

第
二
号
ワ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
」
に
、「
第
百
二
十
条
第

二
項
第
七
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
、「
同
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
同
項
第
二
号
ワ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
八
条
の
三
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第

二
項
」
に
、「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
、「
同
号
ヲ
」
を
「
同
号
ワ
」
に

改
め
る
。

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
四
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て
、」

を
「
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他

の
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
子
ど
も
・
若
者
に
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て
、」を
「
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世

話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
子
ど
も
・
若
者
に
」
に

改
め
る
。

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

調
整
機
関
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
六
十
四
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
又
は
同
法
第
六
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る

要
支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議
会
及
び
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
が
協
働
し
て
効
果
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童

対
策
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
新
法
第
八
条
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
八
条
」
に
、「
施
行
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
を
経
過
す
る
日
」
を
「
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
新
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
」
を
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
」
に
、「
を
同
号
」
を
「
で
あ
っ
て
同
号
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
う
ち
、
当
該
施
設
が
な
け
れ
ば
当
該
施
設
が
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項

第
一
号
に
定
め
る
区
域
を
い
う
。）に
お
け
る
保
育
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の
を
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
」
に
、「
新
法
（
」
を

「
同
法
（
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

四

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九

条
・
第
十
条
）」を
「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則
（
第
十
条
の
二

第
十
条
の
七
）

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等
（
第
十
条
の
八

第
十
条
の
十
一
）

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
（
第
十
条
の
十
二

第
十
条
の
十
五
）」 に
、「
第
三

節
」
を
「
第
四
節
」
に
、「
第
四
節
」
を
「
第
五
節
」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、同
法
第
八
条
の
改
正
規
定（「
子

ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
三

十
条
の
三
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
二
条
第
三
項
の

改
正
規
定
、
同
法
第
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
及

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
条
中
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
二
十
条
の
規
定
及
び
第
二
十
一
条
中
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

す
る
日
」
を
「
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
四
十
六
条
の
規
定

こ

の
法
律
の
公
布
の
日

二

附
則
第
四
十
三
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六

年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

三

第
十
条
及
び
附
則
第
十
一
条
の
規
定

令
和
六
年
十
一
月
一
日





五

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日

「
第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定（

域
型
保
育
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

地
域
型
保
育
事
業
者

付

」
を

「

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給

第
一
款

通
則
（
第
三
十
条
の
十

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、

」 に
、

二
・
第
三
十
条
の
十
三
）

等
（
第
三
十
条
の
十
四

第
三
十
条
の
十
九
）

び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
（
第
三
十
条
の
二
十
・
第
三
十
条
の
二
十
一
）

定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

「
第
三
款

特
定
乳
児
等
通

第
四
款

業
務
管
理
体
制

第
五
款

教
育
・
保
育
等

第
四
款

教
育
・
保
育
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）」

「
第
三
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条

第
五
十
七
条
）

を

に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）

の
整
備
等
（
第
五
十
五
条

第
五
十
七
条
）

園
支
援
事
業
者
（
第
五
十
四
条
の
二
・
第
五
十
四
条
の
三
）」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
七
条
に
一
項

を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
八
条
の
改
正
規
定（「
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）、
同
法
第
二
章
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
三
章
の
章
名

及
び
同
章
第
一
節
の
節
名
の
改
正
規
定
、
同
節
第
四
款
の
款
名
の
改
正
規
定
、
同
款
を
同
節
第
五
款
と
す
る
改

正
規
定
、
同
法
第
五
十
五
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一

項
の
改
正
規
定
、
同
節
中
第
三
款
を
第
四
款
と
し
、
第
二
款
の
次
に
一
款
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十

条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
改

正
規
定（「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多

様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
同
項
第
二
号
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十

一
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
三
項
第
二

号
の
改
正
規
定（「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
六
十

五
条
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
八
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規

定
、
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
条
第
二
項
の
改

正
規
定（「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児

等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
七
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
九
条
の

改
正
規
定（「
第
五
十
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え

る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
八
十
一
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
第
三
十
条
の

三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
三

項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
に
八
条
を
加
え
る
改
正

規
定
（
同
法
附
則
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

び
第
三
項
を
削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
五
条
第
三
項
を

削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第

二
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
三
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十

条
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
六
条
の
見
出
し
の
改
正

規
定
、
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
八
条
の
八
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十

九
条
の
改
正
規
定
、同
法
第
五
十
九
条
の
二
の
改
正
規
定
、同
法
第
六
十
二
条
第
三
項
第
二
号
の
改
正
規
定（「
教

育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、同
法
第
六
十
五
条
の
改
正
規
定（
同

条
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。）、
同
法
第
六
十
六
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条

の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
八
条

（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
項
を
削
る
改
正
規
定
及
び
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
を

除
く
。）、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
同
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業

に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
七
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定（「
第

六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
、「
千
分
の
四
・
五
」
を
「
千
分
の
四
・
〇
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。）、
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
条
第
二
項
の
改
正

規
定（「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
第
三
十
条
の
三
」の
下
に「
及

び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）、
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十

四
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
に
八
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法
附
則
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十

条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
の
規
定

ロ

第
四
条
の
規
定
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ

し
書
の
改
正
規
定
を
除
く
。）

ハ

第
六
条
中
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定

ニ

第
七
条
の
規
定
（
次
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
附
則
第
九
条
の
規
定

ホ

第
十
一
条
の
規
定
（
次
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定

ヘ

第
十
三
条
及
び
附
則
第
十
四
条
の
規
定

ト

第
十
七
条
及
び
附
則
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定

チ

附
則
第
二
十
二
条
中
地
方
財
政
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）第
十
条
第
三
十
三
号
の
改
正
規
定（「
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

リ

附
則
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定

ヌ

附
則
第
二
十
七
条
中
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
一
の
六
十
九
の
項
の

改
正
規
定
並
び
に
同
法
別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
の
改
正
規
定（「
に
よ
る
」
を

「
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

ル

附
則
第
二
十
九
条
中
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十

四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ヲ

附
則
第
三
十
一
条
中
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ワ

附
則
第
三
十
三
条
中
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定

カ

附
則
第
三
十
四
条
中
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
六

第
一
項
の
改
正
規
定

ヨ

附
則
第
三
十
五
条
中
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
別
表
八
十
三
の
項
の
改
正
規
定
及
び
同
表
百
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定

（「
に
よ
る
」
の
下
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、」を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）

タ

附
則
第
三
十
七
条
中
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定

レ

附
則
第
三
十
八
条
中
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律

第
三
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ソ

附
則
第
三
十
九
条
中
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ツ

附
則
第
四
十
条
中
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
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ロ

第
二
条
、
第
三
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定

ハ

第
四
条
中
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定

ニ

第
五
条
及
び
附
則
第
八
条
の
規
定

ホ

第
六
条
中
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定

ヘ

第
七
条
中
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、

同
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第
一
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。）、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、

同
法
第
百
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
改
正

規
定
、
同
法
第
百
二
十
四
条
の
三
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則

第
十
二
条
第
六
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項
の
表
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
三
号
の
項
の
改
正
規
定

ト

第
十
一
条
中
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の

改
正
規
定（「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
」
に
、「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び

に
次
条
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
四
条
の
改
正
規
定
、

同
法
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同

条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
八
条
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項

の
改
正
規
定

チ

第
十
八
条
及
び
附
則
第
十
九
条
の
規
定

リ

附
則
第
二
十
二
条
中
地
方
財
政
法
第
十
条
第
三
十
三
号
の
改
正
規
定（「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分

を
除
く
。）

ヌ

附
則
第
二
十
七
条
中
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
の
改
正
規

定（「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、」に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）

ル

附
則
第
二
十
九
条
中
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ヲ

附
則
第
三
十
一
条
中
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関

す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ワ

附
則
第
三
十
三
条
中
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

カ

附
則
第
三
十
四
条
中
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
六
第
四
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
八
十

九
条
の
六
第
四
項
の
改
正
規
定

ヨ

附
則
第
三
十
五
条
中
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

別
表
百
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定（「
に
よ
る
」の
下
に「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、」を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）

タ

附
則
第
三
十
六
条
の
規
定

レ

附
則
第
三
十
七
条
中
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措

置
法
第
二
十
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ソ

附
則
第
三
十
八
条
中
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
第
七
条
第
四
項
の
改
正

規
定

ツ

附
則
第
三
十
九
条
中
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ネ

附
則
第
四
十
条
中
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

六

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
八
年
十
月
一
日

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業

（
第
五
十
九
条
の
二
）」を
「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九

条
の
三
）」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六

十
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及

び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
条
第
二
項
第
一
号

の
改
正
規
定（「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等

の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

ロ

第
九
条
及
び
附
則
第
十
条
の
規
定

ハ

第
十
九
条
及
び
附
則
第
二
十
条
の
規
定

（
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
八
条
及
び
第
六
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
同
条
第
五
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。）の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
（
前
条
第

四
号
イ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
新
支

援
法
」
と
い
う
。）第
五
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
又
は

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
と
、「
教
育
・
保
育
等
に
」
と
あ

る
の
は
「
教
育
・
保
育
に
」
と
、
同
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
中
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」と
あ
る
の
は「
教

育
・
保
育
情
報
」
と
、
同
条
第
一
項
及
び
第
九
項
中
「
教
育
・
保
育
等
の
」
と
あ
る
の
は「
教
育
・
保
育
の
」と
、「
教

育
・
保
育
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
・
保
育
を
」
と
す
る
。

２

第
四
号
施
行
日
か
ら
第
五
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
六
十
六
条
の

四
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
十
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
第
四
号
施
行
日
前
に
当
該
認
定
の
原

因
と
な
っ
た
妊
娠
と
同
一
の
妊
娠
を
原
因
と
し
て
令
和
六
年
度
の
予
算
に
お
け
る
国
の
妊
娠
出
産
子
育
て
支
援
交
付

金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
で
妊
娠
か

ら
出
産
及
び
子
育
て
ま
で
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
四
号
施
行
日

新
支
援
法
第
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
四

号
施
行
日
新
支
援
法
第
十
条
の
十
二
第
三
項
中
「
他
の
市
町
村
か
ら
妊
婦
支
援
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
か

ら
令
和
六
年
度
の
予
算
に
お
け
る
国
の
妊
娠
出
産
子
育
て
支
援
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か
ら
給
付
さ
れ
る
給

付
金
で
妊
娠
か
ら
出
産
及
び
子
育
て
ま
で
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
」
と
、「
当
該
他
の
市
町
村
か
ら
支

払
を
受
け
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
円
」
と
す
る
。

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
要
件
の
認
定
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
四
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
六
条
ま
で
に
お
い
て
「
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
の

十
五
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ

の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
五
号

施
行
日
新
支
援
法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、当
該
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
は
、
第
五
号
施
行
日
以
後
は
、
同
条
第
一
項
の
認
定
と
み
な
す
。

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
確
認
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
五
条

第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
五
号
施
行
日
前

に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
附
則
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
四
条
の
二
の
規
定

の
例
に
よ
り
、
当
該
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
認
は
、第
五
号
施
行
日
以
後
は
、

同
条
第
一
項
の
確
認
と
み
な
す
。

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

第
五
号
施
行
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
三
十
条
の

二
十
第
三
項
及
び
第
三
十
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
三
十
条

の
二
十
第
三
項
中
「
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
、「
三
時
間
」
と
す
る
。
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（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
認
可
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
七
条

第
四
条
の
規
定（
附
則
第
一
条
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法（
次

項
に
お
い
て
「
新
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。）第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
四

号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
四
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
児

童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

の
例
に
よ
り
、
当
該
認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
可
は
、第
四
号
施
行
日
以
後
は
、

新
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
と
み
な
す
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
第
七
百
三
条
の
四
及
び
第
七
百
三
条
の
五
の
規
定
は
、
令
和
八

年
度
以
後
の
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
七
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

第
七
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共

済
組
合
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
国
共
済
法
」
と
い
う
。）第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以

後
に
新
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
五
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
勤
務
を

開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
以
後
の
各
月

の
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定

は
、
令
和
六
年
十
一
月
以
降
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
十
月
以
前
の
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

第
十
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
地
共
済
法
」
と
い
う
。）第
七
十
条
の
三
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行

日
以
後
に
新
地
共
済
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
地
共
済
法
第
七
十
条
の
五
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
勤
務
を
開

始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
手
当
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
新
児
童
手
当
法
」と
い
う
。）

の
規
定
は
、
令
和
六
年
十
月
以
降
の
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
九
月
以
前
の
月
分
の
児
童

手
当
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
旧
児
童
手
当
法
」と
い
う
。）

附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法

第
七
条
第
一
項
（
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
」
と

い
う
。）又
は
第
三
項
（
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法
第
十
七
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
認
定
の
請
求
は
、
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
三
項
（
同
法
第
十
七
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
認
定
の
請
求
と
み
な
す
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
同

条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
そ
の
者
に
つ
い
て
新
児
童
手
当
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
算
定
額
」
と
い
う
。）が
施
行
日
の
前
日
に
児
童

手
当
法
第
七
条
第
一
項
又
は
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
た
額
を
上
回
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
お
い
て
、
改
正
後
算
定
額
に

よ
り
令
和
六
年
十
月
以
降
の
月
分
の
児
童
手
当
の
額
の
改
定
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
施
行
日
に
そ
の
者

に
つ
い
て
新
児
童
手
当
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
が
施
行
日
の
前
日
に
当
該
認
定
を
受
け
て
い
た
額
を

上
回
る
こ
と
と
な
る
も
の
が
、
当
該
上
回
る
額
に
つ
い
て
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
児
童

手
当
法
第
九
条
第
一
項
の
額
の
改
定
の
請
求
を
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
項
中「
そ

の
者
が
そ
の
改
定
後
の
額
に
つ
き
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、「
令
和
六
年
十
月
」

と
す
る
。

６

施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
の
請
求
を

し
た
者
（
施
行
日
に
お
い
て
新
児
童
手
当
法
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）に
つ
い
て

の
児
童
手
当
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
受
給
資
格
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
認
定

の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、「
令
和
六
年
十
月
」
と
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。）第
六

十
一
条
の
十
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

２

新
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十
二
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
就

業
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
五
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
の
予
算
か
ら
適

用
し
、
令
和
五
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘

定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
用
勘
定
」
と
い
う
。）の
令
和
六
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の

年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
雇
用
勘
定
の
令
和
七
年
度
の
歳
入

に
繰
り
入
れ
る
べ
き
金
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
入
額
に
限
る
。）が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

旧
雇
用
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）

第
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
繰
越
し
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
育
児

休
業
給
付
に
係
る
も
の
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

旧
雇
用
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
、
旧
雇
用
勘
定
に
所
属
す
る
育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
第
十
七

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
所
属
す
る
育
児
休
業
給
付
資
金
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

４

第
十
七
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
旧
雇
用
勘
定
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
給
付
に
係
る
も
の

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
帰
属
す
る
収
入
及
び
支
出

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
と
す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
勘
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
と
い
う
。）の
令
和
六
年
度

の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
令
和
七
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
べ
き
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
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旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
財
政
法
第
十
四
条
の
三
第
一

項
又
は
第
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
繰
越
し
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
所
属
す

る
積
立
金
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
所
属
す
る
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て

ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
十
七
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
は
、
第
四
号
施
行
日
新

支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
に
係
る
も
の

は
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
、
そ
の
他
の
も
の
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

勘
定
に
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
に
帰
属
す
る
収
入
及
び
支
出
は
、
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
四
号
イ
、
第
五
号
イ
及
び
第
六
号
イ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に

よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
十
七
条
に
お
い
て
「
施
行
日
新
支
援
法
」

と
い
う
。）附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
施
行
日
新
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
の
規

定
に
よ
り
令
和
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
公
債
の
発
行
は
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担

に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、
当
該
公
債
に
関
す
る
権
利
義
務
は
、
同
年
七
月
一
日
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
帰
属
す
る
。

（
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
九
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
の
予
算
か
ら
適

用
し
、
令
和
七
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
条

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
の
予
算
か
ら
適

用
し
、
令
和
七
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
項
中
「
第
二
十
二
条
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
二
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
」
に

改
め
、「（
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

地
方
財
政
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
十
三
号
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
、「
除
く
。）及
び
」
を
「
除
く
。）、」に
改
め
、「
特
別
支
援
学
校
に
係
る
も
の

を
除
く
。）」
の
下
に
「
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
」
を
加
え
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
の
項
第
二
号
中
「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
給
付
」
を
削
る
。

（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」
を

「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
五
条
の
二
第
二
十
項
中
「
第
百
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二

項
中
「
第
百
十
一
条
第
六
項
第
一
号
ヘ
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ヘ
」
に
改
め
る
。

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」
を

「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
三
条
中「（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」、「（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」、「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給

付
（
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
十
三
号
に
お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。）」
及
び「
又
は
特
例
給
付
」を
削
り
、「
同

表
第
二
十
号
」
を
「
別
表
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
号
中
「
又
は
特
例
給
付
」
を
削
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
又
は
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
「
、
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
又
は
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
中
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
三
十
九
条
第
一
項
各

号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係
る
支
払
基
金

の
業
務
）
に
規
定
す
る
業
務
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
六
十
条
第
一
項
各
号
（
支
払

基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
及
び
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
文
書

の
項
中
「
業
務
及
び
」
を
「
業
務
、」に
、「
業
務
に
」
を
「
業
務
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
」
に
改
め
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
六
十
九
の
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
中
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の
妊
婦

の
た
め
の
支
援
給
付
、」に
、「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
、「
の
支
給
」
を
「
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
の
十

二
の
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
」
に
改
め
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
八
項
第
一
号
イ
中
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
に
改
め
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」
を

「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」を「「
第

四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」と
あ
る
の
は「
第

九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
三
十
九
条

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」

を「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
四
十
条

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」
を

「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法

律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
二
号
中
「
及
び
附
則
第
二
条
第
八
項
」
を
削
る
。

（
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
中「（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」、「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。）」
及
び
「
又

は
特
例
給
付
」
を
削
り
、「
同
法
第
七
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、「（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
る
。

（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
加
え
る
」
を
「
加
え
、「
あ
る
の
は
、」

を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
法
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
八

第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
加
え
」
の
下
に
「
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
」
を
加
え
、
同
条
の
改
正
規

定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
十
第
四
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に「（
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二

項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
十
二
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に「（
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項

中
「
休
業
を
」
を
「
休
業
及
び
教
育
訓
練
休
暇
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
の
取
得
を
」
に
改

め
、
同
条
第
七
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項

た
だ
し
書
及
び
第
二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
う
ち
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
教
育
訓
練
給
付
、」を
「
教
育
訓

練
給
付
及
び
」
に
改
め
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
百
五
条
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め

る
。

第
六
条
の
う
ち
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
十
条
の
二
の
改
正
規
定
中
「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」」

を
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」」に
、「
及
び
第
六
号
」を「
か

ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
第
百
一
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
百
五
条
及
び
第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
」
を
加

え
、「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」」を
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五

号
ま
で
」」に
、「
及
び
第
六
号
」
を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
、「
）
及
び
」
を
「
）
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「「
第
三
号
」を「「
第

四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」と
あ
る
の
は「
第

九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「「
第
三

号
」
を「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九

十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
六
第
四
項
中「「
第
三
号
」
を「「
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
第
九
十

九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四

号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
八
十
一
の
項
中
「
又
は
特
例
給
付
（
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」

を
削
り
、
同
表
八
十
三
の
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
、同
表
百
二
十
七
の
項
中「
に

よ
る
」
の
下
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、」を
加
え
、「
若
し
く
は
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を

「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
若
し
く
は
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
四
第
三
項
中
「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三
号
」
を
「
必
要
利
用
定
員
総
数（
同
号
」

に
、「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
法
第
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
二
十
四
条
第
四
項
中
「
新
徴
収
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法

律
（
次
項
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
徴
収
法
」
と
い
う
。）」に
改
め
、

「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
の
」
と
」
の
下
に
「
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児

休
業
等
給
付
勘
定
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
新
徴
収

法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
徴
収
法
」
に
改
め
、「
と
い
う
。）に
」
と
」
の

下
に
「
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇

用
勘
定
」
と
」
を
加
え
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
五
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
六
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経

過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
導
入
に
当
た
っ
て
の
経
過
措
置
及
び
留
意
事
項
）

第
四
十
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
に
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
こ
ど
も
未
来
戦
略
（
次
項
に
お
い
て
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
、
社
会
保
障
負
担
率
（
一
会
計

年
度
に
お
け
る
国
民
経
済
計
算
の
体
系
（
国
際
連
合
の
定
め
た
基
準
に
準
拠
し
て
内
閣
府
が
作
成
す
る
国
民
経
済
計

算
の
体
系
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
社
会
保
障
負
担
の
額
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め

る
額
を
合
算
し
た
額
を
国
民
経
済
計
算
の
体
系
に
お
け
る
国
民
所
得
の
額
で
除
し
て
得
ら
れ
る
数
値
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
上
昇
の
抑
制
に
向
け
て
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
（
同
日
の
閣
議
に
お
い
て
決

定
さ
れ
た
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
を
目
指
す
改
革
の
道
筋
（
改
革
工
程
）（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お

い
て
「
改
革
工
程
」
と
い
う
。）の
「
医
療
・
介
護
制
度
等
の
改
革
」
の「「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
実
施
が
完
了
す
る
二

千
二
十
八
年
度
ま
で
に
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
取
組
」
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
に
基
づ
い

て
行
う
取
組
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
徹
底
を
図
る
も
の
と
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

（
施
行
日
新
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
各
年
度
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
（
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。）を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り

当
該
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
の
上
昇
に
与
え
る
影
響
の
程
度
が
、
令
和
五
年
度
か
ら
当
該
各
年
度
ま
で
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
改
革
等
（
改
革
工
程
の
「
医
療
・
介
護
制
度
等
の
改
革
」
の
う
ち
「
来
年
度
（
二
千
二
十
四
年
度
）

に
実
施
す
る
取
組
」
に
記
載
さ
れ
た
取
組
そ
の
他
の
令
和
五
年
度
及
び
令
和
六
年
度
に
実
施
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度

に
関
す
る
施
策
の
見
直
し
並
び
に
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）及

び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
保
障
負
担
率
の
低
下
に
与
え
る
影

響
の
程
度
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
の
規
定
の
趣
旨
及
び
受
益
と
負
担
の
均
衡
が
と
れ
た
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
観
点
を
踏
ま

え
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
（
こ
ど
も
未
来
戦
略
に「「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
実
施
す
る
具
体
的
な
施
策
」

と
し
て
記
載
さ
れ
た
施
策
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
を
通
じ
た
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
抑
制
そ
の
他
歳
出

の
見
直
し
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
少
子
化
に
対
処
す
る
た

め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
収
入
、
施
行
日
新
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
拠
出
金
の
収
入
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
に
係
る
社
会
保
険
料
の
収
入
並
び
に
施
行
日
新
支
援
法
第

七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
（
第
五
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
」
と
い

う
。）に
係
る
財
源
に
よ
り
賄
う
も
の
と
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
各
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

（
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。）の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
掲
げ
る
額
を
目
安
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度

お
お
む
ね
六
千
億
円

二

令
和
九
年
度

お
お
む
ね
八
千
億
円

三

令
和
十
年
度

お
お
む
ね
一
兆
円

３

政
府
は
、
第
一
項
の
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と

す
る
も
の
と
す
る
。

一

改
革
工
程
に
お
い
て
令
和
十
年
度
ま
で
に
実
施
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
当
該

年
度
ま
で
の
各
年
度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
施
策
の
検
討
及
び
決
定
を
行
い
、
全
世
代
が
安
心

で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
構
築
し
、
こ
れ
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
旨
と
し
て
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

二

前
号
の
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
の
向
上
、
質
の
向
上

及
び
提
供
体
制
の
効
率
化
、
能
力
に
応
じ
て
全
世
代
が
支
え
合
う
仕
組
み
の
構
築
、
高
齢
者
の
活
躍
促
進
及
び
健

康
寿
命
の
延
伸
等
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
人
口
動
態
の
変
化
に
対
応
し
、
全
世
代
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
取
組
の
検
証
等
も
含
め
、
制
度
、
事
業
等
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
幅
広
い
検
討
を
行
う
こ
と
。

三

前
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
継
続
的
な
抑
制
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
総
額
を
い
う
。

一

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
（
附
則
第
四
十
九
条
に
お
い
て
「
新
健
康
保
険
法
」
と
い
う
。）

第
百
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

に
係
る
部
分
に
限
る
。）

二

第
七
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済

組
合
法
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
同
号
に
定
め
る
国
の
負
担
金
を
も
っ
て
充
て
る
部

分
の
額

三

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
と
い

う
。）第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
、
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

調
整
交
付
金
及
び
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
第

一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
繰
入
金
並
び
に
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
の
額
（
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。）

四

第
十
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
第
百
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
同
号
に
定
め
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担

金
を
も
っ
て
充
て
る
部
分
の
額

五

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。）

５

政
府
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
及
び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
の
実
施
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
支
援

納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
施
策
の
費
用
負
担
の
在
り
方
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と

す
る
。

（
検
討
）

第
四
十
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
少
子
化
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
の
子
ど
も
及

び
子
育
て
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
効
果
並

び
に
前
条
第
二
項
の
観
点
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
の
範
囲
を
政
令
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）

第
四
十
九
条

政
府
は
、
新
健
康
保
険
法
第
百
六
十
条
の
二
第
一
項
の
政
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
附
則
第
四

十
七
条
の
規
定
の
趣
旨
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

総
務
大
臣

松
本

剛
明

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

経
済
産
業
大
臣

藤

健

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫




